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1調査と研究

飛鳥藤原京の発掘調査

都城発掘調査部が飛鳥藤原地区において2006年度に

実施 した発掘調査は、藤原宮跡 2件 。2,024だ 、藤原

京と飛鳥地域 9件 。2,320ど の計H件 。4,344ど である。

以下、主要な調査成果について概要を述べる。

藤原宮では朝堂院東第四堂の学術調査をおこなった

(第 142次・第144次調査)。 東第四堂は大規模な南北棟

建物であるため、春と夏の 2時期にわたる調査となっ

た。南半部の第142次調査では、遺構の残存状況が悪

かったものの、東第四堂の礎石据付痕跡、造営時の排

水溝 と解体時の足場跡などを確認した。また(朝堂院

を囲む東面回廊まで調査区を拡張し、東面回廊の西雨

落溝、回廊東の大溝などを確認した。

いっぽう北半部の第144次調査では、南半部よりも

残存状況が良 く、東第四堂の変遷を明らかにできた。

東第四堂は戦前の日本古文化研究所による調査では東

西 4間、南北15間 と復元されていた。しかし今回の調

査により造営当初は東西 5間、南北15間 で、のちに東

西を 1間分縮小 したことが明らかになった。この改造

が建設途中の計画変更であるのか、大規模な建て替え

であるのかは重要な問題である。朝堂院全体の変遷を

考慮 しつつ、出土遺物の整理を通 じて慎重に検討する

必要がある。

飛鳥寺では、寺域内にある来迎寺の塀新設に伴う発

掘調査をおこなった (第 143-6次調査)。 調査地は中

金堂の北、講堂の西南隅に当たる。講堂は50年前の調

査で桁行 8間、梁行 4間 の四面庇付東西棟礎石建物で

あることが判明している。今回の調査では南側柱の礎

石 を新たに 3個確認 した。礎石の大 きさは約 1.5m、

径約80cmの 柱座をもつ。また礎石据付掘形 も検出し、

基壇の詳細な状況が明らかになった。

甘樫丘東麓遺跡では面的な発掘調査に着手し、 7世

紀代の大規模な整地と建物群を確認 した (第 146次調

査)。 遺構の時期は 3時期に分けられる。まず 7世紀

前半には谷を埋め立てて石垣を築き、平坦面に建物や

塀を建てる。 7世紀中頃には石垣を覆うように上を盛

り、再び建物や塀を建てる。さらに 7世紀末にも埋め

立てをおこない、溝や炉を設ける。 7世紀全般にわた

る土地利用が半J明 した。なお、昨年度の調査以来、当

遺跡は蘇我氏邸宅との関連性が指摘されてきた。遺跡

の性格については谷全体における遺構の広が りを把握

する作業が不可欠であり、周辺の調査が待たれる。

石神遺跡では、昨年度に引き続き遺跡北側の空間利

用の解明および「阿倍山田道」の検出を目的として発

掘調査をおこなった (第 145次調査)。 調査の最大の成

果は、 7世紀後半における山田道の南側溝を確認した

ことである。今回の成果と1990年 に調査 した山田道第

2次調査の成果を合わせれば、道路幅21～ 22mの阿倍

山田道が復元できる。ただし、阿倍山田道そのものは

7世紀後半よりも古い時期から存在 したと考えられて

いる。今回の調査区では下層でも道路状の盛土を確認

してお り、それが古い段階の阿倍山田道であるのか、

今後の検討が必要である。

高松塚古墳では、平成18年 10月 から国宝高松塚古墳

壁画恒久保存姑策に伴う発掘調査を実施している。調

査は文化庁の委託事業で、奈良県立橿原考古学研究所、

明日香村教育委員会と共同で進めている。現在は石室

と同じ温湿度に調節した断熱覆屋内で、壁画の保全を

図りながらの調査が続 く。墳丘は土を層状につき固め

た版築で築かれている。1層 の厚さは 3～ 5 cm前後で、

版築は100層以上に及ぶ。墳丘の下半部の版築層から

は、ムシロロ状の痕跡が何層にもわたって確認できた。

斜面に版築を施す際に盛土を安定させるための工夫と

見られる。さらに版築層の掘 り下げ中に、版築層を突

き破る多数の地割れや亀裂を確認した。これは奈良盆

地を幾度も襲った「南海 。東南海地震」の痕跡であろ

う。 3月 末の段階で、石室の天丼石と側壁が現れ、天

井石のうち 1枚が予想外に小さいことも判明した。解

体4笏理に伴う調査は山場を迎えている。

なお、今年度の発掘調査に伴う現地説明会 。見学会

は以下のように実施した。

飛鳥藤原第142。 144次 (朝堂院東第四堂)

現地説明会 2006年 5月 30日  中川あや

飛鳥藤原第143-6次 (飛鳥寺)

現地説明会 2006年H月 14日 ～11月 16日

飛鳥藤原第147次 (高松塚古墳 )

現地説明会 2006年 12月 1日 ～12月 2日

飛鳥藤原第146次 (甘樫丘東麓)

現地説明会 2007年 2月 11日

飛鳥藤原第145次 (石神遺跡)

現地説明会 2007年 3月 31日  小田裕樹
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平城京の発掘調査

2006年度の発掘調査は平城宮跡 6作、平城京跡13件

の計19件である。主要な発掘調査として、平城宮跡で

は東院地区 (第401次 )、 東方官衡地区 (第406次 )、 平

城京跡では西大寺食堂院および右京北辺 (第 404・

410・ 415次 )、 旧大乗院庭園 (第407次)の各調査が挙

げられる。その他の調査は、いずれも小規模調査で、

詳細については『奈良文化財研究所紀要2007』 を参照

されたい。

平城宮東院地区の発掘調査 (第 401次)は、 5年計

画ですすめる東院中枢部分の本格的な解明にむけた 1

年目となる発掘調査である。1998年 度に大規模な一連

の総柱建物群が見つか り、中枢部分解明への晴矢とな

った第292次 調査区の東側にあたる。今回の調査でも

複雑に重複する掘立柱建物や塀、石組溝などが見つか

り、 5期 にわたる遺構変遷が明らかとなった。これら

の遺構群の性格を理解するためには、より広い視野で

の区画、建物配置が必要であり、来年度以降は東側に

発掘調査を展開する予定である。

第二次朝堂院の東側に展開する官衡地区の発掘調査

は、これまで北側を中心におこなわれ、碑積官衡施設

や造酒司、宮内省と推定される区画が遺構展示館とし

て整備されている。その南側は長らく調査が及ばなか

ったが、第二次朝堂院と東院地区に挟まれる立地など

から「東方官衡地区」として重要な官衛が存在すると

推定されていた。都城発掘調査部では、この東方官衡

地区の解明をめざし、今後数年にわたって発掘調査を

進める計画である。今年度は 6m幅の トレンチを南北

121m、 東西101mに配して試掘的な調査をおこなった。

その結果、大型の礎石建物や掘立柱建物、築地塀など

が見つか り、第154次調査 (1983年 度)で北端を検出

していた官衛区画の南限は調査区外に伸びることがわ

かった。これにより、この官衛区画が東西約50m、 南

北120m以 上の大規模なものであることが明らかとな

った。また、今回の調査では第二次朝堂院と基幹排水

路SD2700に 挟まれた地区にも官衛施設が存在するこ

とを確認した。

西大寺食堂院および右京北辺の調査は、マンション

建設に伴う緊急調査として実施した。調査区の南側で

は食堂と思われる礎石建物 (1998年 奈良市第12次調

マンション建設に伴う調査に際して検出している。今

回の発掘調査では、東西棟の礎石建物、それらをつな

ぐ軒廊など、西大寺の「資財帳」の記載と規模が同じ

建物跡を検出し、周辺の調査とあわせて、具体的な食

堂院の建物配置が明らかとなった。この調査では平城

京でも最大の平面形をもつ蒸籠組の井戸 も見つか り、

なかからは延暦期の木簡とともに多量の土器、木器、

瓦盛類、食物の残津がみつかった。とくに木簡は奈良

時代後半の寺院経営の実態を示す貴重な資料である。

また、年輸年代測定から丼戸枠の伐採年が西大寺の造

営が始める頃の767年であることも明らかとなった。

大乗院庭園の調査では、東大池の西岸に入江状に残

る未発掘部分を調査 した。これにより西小池全体の形

状が明 らかとなった。これまでの所見 とあわせて、

『興福寺旧大乗院庭苑図』 (1939年模写)の写実性を確

認するとともに、断割調査によって東大池、西小池の

造成方法および時期について確認することができた。

2006年度の発掘調査に伴う現場一般公開、現地説明

会は以下のとお り。

第404次調査 (西大寺食堂院)

現場一般公開 2006年 6月 30日  大林 潤

第404・ 410次調査 (西大寺食堂院)

現地説明会 2006年 10月 7日 馬場 基

第401次調査 (東院地区)

現地説明会 2006年 12月 9日  和田一之輔

第406次調査 (東方官衡地区)

現地説明会 2007年 3月 24日  栗野 隆

企画調整部の研究活動

企画調整部は、平成18年度に新設され、地方公共団

体等の職員に対する研 4歩、写真を含めた研究所関係の

調査研究成果や文化財情報についてシステムの整備充

実と収集整理、国際協力と交流、あるいは国際研4多等

の企画調整、飛鳥資料館・平城宮資料館等での展示公

開普及を中心に、奈良文化財研究所がおこなう研究に

係る事業について総合的に企画調整 し、成果の情報発

信・活用を担当している。

埋蔵文化財担当者研修については、企画立案を進め、

査)を 、北側では南北に伸びる埋奏列など (2002年

奈良市第15次調査)を、それぞれ奈良市教育委員会が
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基礎課程を廃 して、より高度・専門的な研修を実施し

た。特に遺跡に占める割合が高 く、調査に専門性の高

い知識・方法が求められる古代の集落や掘立柱建物・

礎石建物、陶磁器を取 り上げ、保存科学についても有

機遺物と無機遺物に分割するなど、より詳細化・専門

化を図った。また、文化庁の高松塚古墳・キ トラ古墳

の保存活用など国 。地方公共団体がおこなう事業につ

いては、全所的に専門的 。技術的な協力・助言をおこ

なっているが、所内および対外的な調整を担当した。

文化財情報の電子化及びシステム構築については、

研究会等においてそれらの研究成果を公表するととも

に、所外の研究状況について情報を収集し、今後のシ

ステム構築、改良等の検討材料とした。lo月 には地理

情報システム学会大会において「遺構情報の考古学研

究における応用スキーマ 'モ デル適用のメリット」と

題して、遺構情報の分析に関する研究成果を発表した。

また、同月に第11回 となる遺跡GIS研究会を開催 し、

メタデータ共有の問題、GISに 関する最近の動向、

Web‐GISや 3次元計測の活用について研究発表がおこ

なわれた。

文化財情報の電子化として、本簡、図書、抄録、写

真、遺跡、航空写真等の各データベースにおいて、デ

ータの更新ならびに追加入力を行い、データの充実に

努めた。また、業務用のデータベースについては、各

担当で作成したデータの追加をおこなった。

写真データベースの基礎となる写真の電子化に関し

ては、35m m、 ブローニ、 4× 5、 8× 10、 ガラス乾

板、奈文研が発注 した空中写真について電子化を継続

した。航空写真データベースにおいては、入力の基礎

となる原フィルムからのマイクロフイルム作成、マイ

クロフィルムからの電子画像の作成を継続しておこな

った。

飛鳥資料館が実施した展示の企画 。公開などについ

ては、別項にまとめて記しているが、平城資料館のリ

ニューアル計画も進めている。先回の改装から15年が

たち、老朽化 したことと、新たな研究成果を反映させ

るために展示委員会も開催 して基本構想を策定 した。

また、国際協力と交流、国際研修等の企画調整につい

ても別項に記載した。

また、写真関係業務については、昨年度のキ トラ古

墳壁画原寸大精密フォトマップの作成に引き続き、同

じく高松塚古墳壁画の解体保存4笏復事業についても文

化庁の委託を受けて、石室解体前の写真記録を撮 り、

解体時の作業方法の検討や修復時に利用することを目

的に、原寸大精密フォトマップの作成、 4× 5フ イル

ムによるカラーポジ、モノクロ写真撮影を実施 した。

原寸大フォトマップは、デジタルカメラをオー トフォ

ーカスの中判カメラボデイに装着し、特注で設置した

滑動台上を平行・垂直移動して石室壁面に正対させて

撮影 した。歪みのない中央部200111n四 方の範囲を、石

室外からコンピュータとケーブルを接続 して順次遠隔

撮影し、画面を繋いでいく手法である。一方、埋蔵文

化財担当者研 4笏 F文化財写真 (基礎 )、 Ⅱ (応用)課
程』、F報告書作成課程』と F遺物観察調査課程』の一

部を担当すると共に、大阪府高槻市教育委員会の委託

を受けて史跡聞鶏山古墳の未盗掘・未破壊古墳石室の

内部撮影を初めておこなうなど国・地方公共団体がお

こなう事業について、専門的 。技術的な協力・助言を

おこなっている。聞鶏山古墳では、石室に見られた幅

20～ 2811m、 長さ100mm前 後の隙間に、厚さ1811mで 88万

画素の改造したデジタルカメラと全方位を撮影可能に

設計した電動アームを挿入して、副葬品と石室構造の

実態を明らかにし、今後の保護対応のための資料1え集

に協力 した。

文化遺産研究部の研究活動

当研究部は2006年 4月 に改組され、名称を「文化遺

産研究郡」から「文化遺産部」と改め、これまで 3室で

あったものが 4室体制に拡充された。歴史研究室、建

造物研究室、景観研究室、遺跡整備研究室である。各

室それぞれの研究テーマに基づ く調査研究をおこなう

とともに、文化的景観に関する調査研究については文

化遺産部を中心とした奈良文化財研究所全体にわたる

プロジェクトチームを作 り調査研究に取 り組んでいる。

●歴史研究室の調査と研究

歴史研究室では、世界文化遺産に登録されている寺

社所蔵の書跡資料について、南都を中心として継続的

な調査研究をおこなっている。さらに奈文研に寄贈さ

れた歴史資料についても調査研究をしている。

2006年度の諸寺社の調査は、興福寺・薬師寺・東大

寺・唐招提寺・高山寺所蔵の書跡資料についておこな
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つた。興福寺調査は現在、従来把握されていなかった

函について整理を進めている。2006年度は、第89函・

第96函～第102画 について、函番号をつけ、日録デー

タをパソコンに入力 し、一部は調書を作成した。近世

寺院史料として興味深いものや、中世の経典などを把

握できた。薬師寺は、箪笥である第29函 と、第31函～

第45画の調書作成をおこなった。写真は第24画 を撮影

している。また、薬師寺典籍文書データベースはデー

タを入力・修正すると共に、企画調整部文化財情報研

究室がおこなったソフトの改善に協力 し、その体裁を

改めた。そして、第 1函 1号黒草紙 。その紙背文書、

第 1画 10号新黒双紙については影印・翻刻を作成し、

F黒草紙 。新黒双紙』として刊行した。中世薬師寺研

究の基礎史料として活用できるものである。

東大寺は、東大寺図書館収蔵庫第 4号室収蔵の新修

東大寺文書聖教の調査を、科学研究費補助金も充当し

て実施した。主として中村準一寄贈文書を調査 し、第

15画の目録データをパソコンに入力し、一部写真撮影

をおこなった。江戸時代後期から明治初年にかけての

興福寺関係文書が多い。

唐招提寺所蔵資料については、惣倉所在の近代書類

の調査を実施 した。また、高山寺の調査を実施し、第

309面 。310画の調書作成 。写真撮影をおこなった。高

山寺調査の成果は、高山寺典籍文書綜合調査団編集の

目録に掲載すべ く、現在準備を進めている。

また、奈文研所蔵の資料については、「関野貞日記」

の翻刻作業を進めているところである。

その他、調査協力の依頼を受けて、滋賀県石山寺聖

教調査や、京都市大覚寺文化財総合調査、文化庁依頼

の醍醐寺聖教調査、奈良市教育委員会依頼の氷室神社

大宮家文書調査などに協力した。そのうち大宮家文書

に関しては、その調査成果の一部を「大宮家文書の原

本調査から」 と題する文章として、属余良文化財研究

所紀要2007』 に掲載した。また、その文書目録は奈良

市より、2006年度に『奈良市歴史資料調査報告書 (23)』

として刊行されるに至っている。

●建造物研究室の調査と研究

建造物研究室では現存建造物、古材、発掘遺構・遺

物などの現物資料を中心に据えて歴史的建造物及び伝

統的建造物群などの調査研究を進めている。

2006年度は受託研究として重文堀内家住宅 (長野県

塩尻市所在)と 高知県中芸地区森林鉄道遺構 (旧魚梁

瀬森林鉄道)の調査研究を実施した。堀内家住宅は計

9棟 (う ち主屋・表門は重文指定)の歴史的な建造物

と庭園を残 し、屋敷構えが整っている。本調査では以

上の物作すべてについて詳細調査をおこない、あわせ

て地域の文化遺産との連関を視野に入れた管理活用計

画を立案した。この中で、妻壁を厚板組積構造とした

文庫蔵は、二重張 り板壁間を小砂利で充填するといっ

た全国的に見ても特異な構造を持っていることを確認

した。調査成果は報告書に取 り纏めた。

高知県中芸地区森林鉄道遺構調査は、近代化遺産と

して国指定を目指すための基礎的調査 として2006年

度、2007年度の 2カ 年計画で実施される予定である。

本森林鉄道は明治44年 に開設後、昭和38年の魚梁瀬ダ

ム建設を契機に廃止されている。路線沿いの年度設定

範囲踏査の中で、隧道・橋梁・橋脚跡など計13物件に

ついて調書作成 。実測・写真撮影をおこない、ほかに

県内図書館等所蔵の古地図 。書籍 。新聞等の資料収集

などの文献調査をおこなった。この中で昭和 8。 20。

33年段階の路線図を復原した。

以上のほか、鳥取県所在の国宝三仏寺奥院 (投入堂)

の塗装・飾金具に関する現地調査、島根県所在の出雲

大社境外諸社殿の現地調査を実施 し、成果を奈文研紀

要2007等 で発表した。なお、2006年 度以前に実施した

鳥取県近代和風建築総合調査 (県事業)と ベ トナム・

ドゥオンラム村集落保存対策調査の報告書を刊行した。

調査研究の一環として研究所保管資料に基づ く建造

物乾板写真 目録、現状変更説明 (本文編 。図版編の各

1冊)の刊行と、同乾板写真のデジタルデータ化を近

年継続 している。2006年度刊行物として乾板写真目録、

現状変更説明の計 3冊を刊行した。

古代建築の技術に関する再検証をテーマとした研究

を2006年 度に立ち上げた。2006年 度は 2階建構造の建

築を中心に既往研究 。建築資料等の資料収集・整理分

析をおこない、 2月 に第 1回 目の研究集会を開催して

その中間的成果を発表した。

このほかに、現在進行中の大極殿正殿復原工事に関

し、金具を中心 とした詳細意匠の検討や全国各地で実

施されている文化財建造物等の4笏理事業 (大阪府・願

泉寺本堂、奈良県・談山神社十三重塔ほか)。 遺跡整

備事業 (島 根県・北新造院遺跡ほか)での修理・復

原 。整備等に関する援助・助言をおこなった。
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●景観研究室の調査と研究

2004年 5月 の文化財保護法改正により、文化的景観

が文化財として位置づけられるようになり、これに紺

応するため2006年 4月 に本研究室が設置された。文化

的景観については、景観の分類・分析・評価など基礎

的・理論的な研究と具体的な場所を対象にした調査研

究を実施した。

前者では、文化庁がおこなう「採掘・製造、流通・

往来および居住に関連する文化的景観の保護に関する

調査研究」に係わる業務を企画競争を経て受託 し、文

化庁の業務に協力した。文化庁が表記の内容の文化的

景観に関して全国の自治体に照会し、各自治体からの

データを約2000件集めた。それを景観研究室ではデー

タベース化 して整理 し、文化庁が設置した研究会に作

成した資料を提出、二次調査対象を選定する作業に協

力 した。

後者では、2006年 度からの 5カ 年計画の中で取 り組

む文化的景観の調査研究対象を四万十川流域 とし、高

知県内流域 1市 4町の調査をおこなった。そのうち、

四万十市・梼原町については文化庁補助事業の調査が

始まった。両調査とも当研究所が受託し、調査をおこ

なった。四万十市では、四万十川でおこなわれる伝統

漁法の風景、洪水時には水面下に没することがある沈

下橋の景観などの現地調査をおこなった。梼原町では、

お遍路さんを茶で接待するための茶堂という四阿風仏

堂、坂本龍馬らが脱藩するのに通ったという「脱藩の

道」 (梼原街道)、 棚田オーナー制度発祥の地となった

神在居の棚田、などの現地調査をおこなった。今後は、

保存活用のための計画を策定する予定である。

古代庭園に関する研究では、 5カ 年計画全体で平安

時代の庭園を対象にする。初年度である2006年 度は研

究の全体的な把握に主眼をおいた研究会を実施 した。

報告内容は、①平安時代庭園研究の現状、②平安時代

庭園発掘調査の概要、③史料から見た平安京の庭園、

④絵巻から見た平安時代の庭園、⑤平安時代庭園の植

栽である。

高松塚古墳石室解体後の仮整備計画に関しては、

「特別史跡高松塚古墳仮整備基本設計業務」を文化庁

から受託し作成した。関係者の意見を聞きながら整備

案 5案を作成し、2006年 7月 19日 のワーキング委員会

に提示した。この検討を踏まえて 7月 24日 の国宝高松

塚古墳壁画恒久保存対策検討会に 3案を提示、現在の

保存施設を撤去 し、墳丘を本来的な形に復元する方針

を得た。その後、石室跡の埋め戻 し方法、支保工の防

錆仕様の検討等を経て、基本設計図書を作成した。

●遺跡整備研究室の調査と研究

遺跡整備研究室は2006年 4月 に改組されて発足 した

文化遺産部に新設された研究室で、研究員 2名で構成

されている。

本研究室では、前身となる遺跡研究室から遺跡整備

に関する調査・研究を引き継 ぐとともに、整備された

遺跡の公開 。活用に関する調査研究にも重点を置 き、

保存・整備計画段階から整備後におけるまでの遺跡の

公開・活用に関する調査研究をおこなうことを主たる

業務としている。

今年度は、第一に遺跡の活用面に関する調査研究と

して、学校教育や生涯教育面において遺跡がどのよう

に活用されているかを探るため、情報収集を進めた。

そして、11月 には「遺跡の教育面に関する活用」をテ

ーマとし、第 1回遺跡整備・活用研究集会を開催 した。

この研究集会では、遺跡現地や埋蔵文化財センター

における体験学習などの取組み、学校教育現場におけ

る遺跡を素材とした教育活動、NPOに よる啓発活動

などの取組みについて報告をおこない、その成果や問

題点について討議した。

第二には、遺跡の整備手法の一つとしておこなわれ

ている遺構の露出展示に関する調査研究を進めてい

る。今年度は、遺構の露出展示を伴う整備状況につい

て、国指定史跡を対象とした調査をおこない、遺跡整

備報告書等から、遺跡の概要、整備の概要、露出展示

されている遺構の概要、展示施設の種別・構造 。設備、

保存処理内容、管理内容、各種図面・写真等について

の情報を1又集し、データベース化を開始した。

第三には、旧遺跡研究室から引き継いだ大規模遺跡

の整備・活用・管理に関する調査研究として、収集し

た情報や調査・分析結果についての整理作業をおこな

い、公開に向けての準備を進めた。

このほかに、遺跡活用に関する研究の一環として景

観研究室と共同で「宮中儀礼の復興による文化遺産の

活用に関する研究会」を2007年 2月 に開催 した。ソウ

ル景福宮で守門将の交代儀式等を再現 している韓国文

化財保護財団の関係者を招 き、儀礼や年中行事などの

復原を踏まえた遺跡活用のあり方について検討した。
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また、地方公共団体からの依頼により、各地で進め 跡出土品保存修理」 (文化庁 )、 「妻木晩田遺跡土質遺

られている遺跡の保存整備活用事業について、援助

助言をおこなっている。

埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターの 4研究室では、各研究室の調

査・研究を計画的に実施していくとともに、国や地方

公共団体等の求めに応 じて、専門的な協力と助言をお

こなっている。

●保存修復科学研究室の調査と研究

当研究室では、出土遺構及び遺物の公開・活用に資

するための保存科学的研究ならびに保存4笏復に関する

開発研究を進めている。本年度に取 り組んだ内容を以

下に概観する。

奈良文化財研究所都城発掘調査部がおこなった発掘

調査によって出土 した遺物の材質・構造調査を実施

し、それらの保存処理をおこなった。

他機関との共同調査・研究では「寺福童遺跡 4出土

銅曳保存修理」 (小郡市教育委員会)、 「潤地頭給遺跡

出土準構造船の保存科学的共同研究」 (前 原市教育委

員会)の 2件を実施した。

開発研究では、石造文化財の劣化診断のための打音

試験装置の試作と基礎的データの収集、石造文化財の

変形・破壊のモニタリングを目的としたアコースティ

ックエミッション法の実用化、遺跡の地中における水

分状態の調査技術 として、自然電位測定法ならびに比

抵抗測定法を導入および実用化をおこなった。また、

上の水分含有率の変化に充分対応 し、かつカビや群苔

類の繁茂を防ぐことを目的に試作 した有機珪酸エステ

ルを用いた実地試験をおこない、その効果を確認した。

標準資料および考古遺物のラマンスペクトルの収集お

よびキ トラ古墳壁画の顔料分析への適用、考古遺物の

XttCT撮影、オー トラジオグラフイおよびXttCR撮

影による基礎的なデータの収集、シンクロトロン顕微

赤外分析法による出土絹繊維の埋蔵中の劣化について

分析を進めた。超臨界溶媒乾燥法では強化含浸に用い

る薬剤について検討をおこなった。

外部機関からの受託事業 として、「島根県加茂岩倉

遺跡出土品事前調査」 (文化庁)、 「島根県加茂岩倉遺

構露出展示技法研究」 (鳥取県教委)、 「長野県千曲市

社宮司遺跡出上の六角木憧保存修復委託事業」 (長野

県教委)、 「クスノキ製到 り抜 き井戸の真空凍結乾燥法

による保存処理研究」 (三重県教委)、 「国宝唐招提寺

金堂壁画顔料分析調査」 (奈良県教委)を実施した。

国宝高松塚古墳壁画の恒久探存対策の一環としてお

こなわれる石室解体に関して、石室の石材に関する岩

石学および力学的調査、石室解体のための石室構造に

関する予備調査ならびに石室解体に係る検証をおこな

った。

また、本年度の保存科学研究集会は、国際会議とし

て日中韓による「東アジア保存修復国際会議専門家会

議」を開催 した。

●環境考古学研究室の調査と研究

環境考古学研究室の活動は、環境考古学、動物考古

学などの研修を実施することと、国内外の遺跡の発掘

の指導と助言、そして出土 した動物遺存体の同定、お

よびその分析が主である。また、京都大学大学院人間・

環境学研究科において、環境考古学、動物考古学の講座

を維持し、志望する学生の指導をおこなっている。

現在、大分市横尾遺跡 (縄文 )、 佐賀市東名遺跡群

(縄文 )、 石川県能登市真脇遺跡 (縄文 )、 富山県小矢

部市桜町遺跡 (縄文)、 長崎県壱岐原の辻遺跡 (弥生)

などの発掘指導から報告書の制作に参加 し、福岡市史

編纂事業では、博多の歴史の記述にも関わっている。

国外では韓国慶南考古学研究所の依頼により、紀元前

1世紀から3世紀にかけて形成された金海会蜆 里貝

塚の発掘指導をおこない、現在は発掘調査報告書の作

成の指導、協力をおこなっている。また、中国浙江省

考古文物研究所による田螺山遺跡 (新石器時代初期、

河婦渡文化)の発掘にも参加 し、動物遺存体研究の指

導、助言をおこなっている。その成果の一例として、韓

国金海会 ll■ 里貝塚の発掘では、紀元前 1世紀からすで

に牛馬が普及していたことを確認 し、朝鮮海峡、対馬

海峡を隔てた、倭の地には牛馬なし、という魏志倭人

伝の記載が正 しかったかどうかを、長崎県壱岐原の辻

遺跡をはじめとする日本列島での出土例を再検討 し、

弥生時代に呆たして牛馬が存在 しなかったのかを検討

したい。

研究室内での活動は、主に現生動物の骨格標本の作
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製や、各時代の骨角器の製作技法の解明が主となって

いる。 これまでに完全なもので貝類300個 体、魚類

1200個 体、鳥類300個体、両生 。爬虫類30個体、哺乳

類160個体を製作 し、主要な動物種を揃え、外部の研

究者にも公開している。さらに F動物骨格図譜』を埋

文ニュースに連載し、現在、単行本として刊行するた

め編集を進めている。動物骨に残る傷跡から利器を推

定する研究も継続し、さまざまな電子工学機器を活用

し、これまでの石器、金属器の導入や普及に関する研

究成果とは違って、すでに縄支時代晩期に金属器が存

在していたという新たな歴史像を提起しつつある。

●年代学研究室の調査と研究

考古学関連では、 7県下10遺跡から出土した木材試

料の年輪年代調査を実施した。特筆すべきは、平城第

404次調査で出土した西大寺食堂院井戸枠の年輪年代

調査である。井戸を構成していた全20点の井戸枠部材

のうち年輪年代調査の可能な16点 について、デジタル

カメラによる年輪画像から年輪幅を画像計測する方法

で調査を実施 した。うち15点 から年輪年代が得 られ、

最新の年輪年代は767年であった。767年の年輪年代が

得られた試料 3点は、いずれも樹皮型であり、 1点 は

樹度を、 2点 は面皮を残存 していた。 したがって、得

られた年輪年代は、用材の伐採年代を正確に示してい

る。『続 日本紀』によると、この年に造西大寺司が任

命されてお り、西大寺造営史を考究するうえでの貴重

な情報が、考古学・文献史学 。年輪年代学共同での調

査成果として得られた。

建築史関連では、国宝 6棟、重要文化財 1棟を含む

7府県下 9棟の建造物の年輪年代調査を実施した。

美術史関連では、国宝 8点を含む 6府県下の17躯 の

木彫像ならびに 2点の工芸品に対 して、年輪年代調査

を実施 した。特筆すべきは、興福寺の国宝板彫十二神

将像の年輪年代調査である。デジタルカメラを用いた

年輪画像計測の技術により、対象物に接触することな

く6躯から年輪データを取得 し、うち 3躯の年輪年代

が確定した。波夷羅大将像からは、辺材部を欠 くもの

の965年 の年輪年代が得 られ、これは造像の上限年代

を示 している。また、真達羅大将像と伐折羅大将像は、

年輪パターンの類似性により同じ原木から造像された

ものであることが確認された。興福寺板彫十二神将像

の造像時期に関しては、従来11世紀半ばを降らないと

する見解が美術史の視点から示されてきたが、切削に

よって失われてしまった辺材部の存在を考慮 しても今

回の年輪年代調査の結果はこれと矛盾せず、上記の見

解が科学的な調査によって裏付けられたことになる。

自然災害史関連では、長野県の遠山川埋没林から収

集した試料に対して、年輪年代調査を実施した。

新 しい年輪計測技術の開発研究では、マイクロフォ

ーカスXttCT装置を用いた非破壊による年輸年代測

定技術について、研究を重ねた。この技術が、日本で

の年輪年代学研究の主要樹種であるスギやヒノキなど

に有効であることはこれまでの研究によって明らかに

されてきたが、今年度の研究によって、針葉樹のみな

らず広葉樹に対しても有効であることが明らかになっ

た。環了L材であるミズナラ、散孔材であるブナについ

ての研究成果は、学術誌『Dendrochronologia』 に原

著論文として公刊され、とりわけヨーロッパの年輪年

代学研究者からたいへん注目されている。

●遺跡・調査技術研究室の調査と研究

遺跡・調査技術研究室は、2006年 4月 の機構改編に

より、遺跡およびその調査法の研究と文化財の調査技

術の開発 。応用を主要な業務とする研究室として再出

発 した。過去に存在 した集落遺跡、測量、発掘技術、

遺跡調査技術、遺物調査技術の各研究室の伝統と蓄積

を継承した研究の推進を目的としている。

本年度は、遺跡およびその調査法の領域では、前年

度にひきつづき、古代の官衛関連遺跡と豪族居宅遺跡

の資料を収集整理し、遺跡の性格を認定するための指

標や、発掘調査で抽出すべ き基本的属性についての研

究をおこなった。収集 した資料はデータベース化 し、

遺跡の性格や所在地、文献 目録、おもな遺構 と遺物、

建物の詳細データと、地図や遺跡全体図、建物図面な

どの画像データを、奈良文化財研究所のホームページ

上で順次公開しつつある。また、郡衡および周辺の関

連寺院についての研究を進め、報告書を刊行したほか、

「古代地方豪族居宅の構造 と機能」のテーマで研究集

会を開催 した。さらに、文化庁の委託を受けて『発掘

調査のてびき』の作成作業にもあたっている。

一方、文化財の調査技術の領域では、既存機器の整

備と更新を進めつつ、測量、計測、探査を中心に活動

をおこなった。測量分野では、国内外の研究者に対す

る平城宮での研修のほか、ベ トナムのタンロン皇城で

32



現地研究者への実地研4笏 を実施した。また、GPSの
精度比較 とハンディGPSの 応用に関する検討をおこ

なった。計測分野では、デジタル写真計測と三次元レ

ーザスキヤナの両手法に対する検討を経て、機材の導

入と試験的な運用をおこなった。デジタル写真計測は、

遺跡における簡便な情報取得手段 として、広い範囲で

の応用が期待できる。なお、遼寧省文物考古研究所と

の共同研究では、この両手法を用いた墳墓出土遺物の

三次元計測を実施している。また、探査分野では、平

城宮のほか、地方公共団体と連携・共同して、地中レ

ーダ探査、電気探査、磁気探査を日本各地でおこなっ

た。これらの調査技術は、いずれも文化財の詳細かつ

多様な情報取得手段 として重要であ り、より効率的な

作業と分析方法の確立が望まれる。今後、実際の調査

過程への導入を視野に入れつつ、関係機関等と連携 し

て研究を進めていきたい。

国際学術交流

奈良文化財研究所では、現在、中国、韓国、カンボ

ジアの 3カ 国の研究機関と以下の項目に述べるような

学術共同研究を実施している。このほか、アフガニス

タンとイラクを対象とする西アジア諸国等文化遺産保

存4笏復協力事業や2006年 6月 に発足した文化遺産国際協

カコンソーシアム (事務局は東京文化財研究所に設置)

のおこなう支援協力事業にも協力している。2006年度の

各事業の概要は以下の通りである。

●中国社会科学院考古研究所との共同研究

2001年度から5カ 年にわたって実施してきた、唐長安

城大明宮太液池遺跡の共同発掘調査は昨年度で終了し

た。2005年度発掘調査の概要については『奈良文化財研

究所紀要21X16』 |こ 発表するとともに、2006年の 5月 から

12月 にかけて、平城宮跡資料館において写真パネル展を

開催し、調査の成果を公表した。

本年度は、正式報告書作成にむけて出土遺物の調査

研究をおこなった。2∞7年 3月 に計 7名 の人員を現地に

派遣した。出土遺物は建物に使用された瓦樽類を中心

に、宮廷の私生活で用いられた青磁、白磁などの磁器、

三彩陶器などがある。そのほか、礎石や欄干などの石製

建築部材や青銅製の飾り金具などが出土している。これ

らを詳細に観察し図面や写真などの記録をとり、今後の

報告書編集にむけての基礎資料を作成した。なお、2006

年■月に中国狽1の研究者 4名を招聘して今後の調査研究

について協議をおこなった。

次期共同研究項目である漠魏洛陽城については、中国

側の都合により、本年度 7月 に再度、国家文物局に申請

をおこなったが、現在許可待ちの状態である。そこで、

調査前の準備として洛陽城付近の衛星写真を購入し、地

形の把握、遺跡の残存状況の把握や地図作成に向けての

基礎作業をおこなった。

●遠寧省文物考古研究所との共同研究

2005年度で終了した「3-6世紀日中古代遺跡出土遺

物の比較研究」を継承する形で、2006年度からの 5年間

は、新たに「朝陽地区隋唐墓の整理と研究」に取 り組む

こととなった。遼寧省西部の朝陽地区では、これまでに

200基あまりの隋唐代の墓が発掘調査され、陶偏 。陶磁

器・土器・金属製品など膨大な副葬品が出上しており、

未だ整理されていない遺物も多い。この研究ではこれら

の遺物を整理し、比較研究をおこない、最終年にその成

果を刊行することにしている。

2006年度は、 9月 に 4名、10月 に 1名の研究員を招聘

し、関連する遺跡・遺物の共同調査を実施するとともに、

9月 には招聘研究員に研究発表をして頂いた。これに対

し、11月 には 6名、 3月 には 5名の研究員を派遣して、

茶須達墓・慕澤墓・責河路唐墓・機械廠墓など斃基の唐

墓出土遺物について、観察・調書作成・実測・写真撮影

をおこなった。また、実測に当たっては、従来の手計 り

によるほか、複雑な形】犬を呈する陶偏などについては、

非接触 3次元デジタイザを用い、遺物の 3次元デジタル

データを直接コンピュータに取 り込む方法を試み、かな

りの成果を上げた。

●河南省文物考吉研究所との共同研究

2CXXl年 度からの第 I期を承けた第Ⅱ期 5カ 年計画の 2

年目として、春と秋に撃義市白1可水地河地区において河

南省文物考古研究所が主導する窯跡の発掘調査に研究員

を併せて 7名派遣 した。発掘調査は700ゴ 。窯跡 3基

(漢代・北朝他)、 廃棄物土坑38基、溝 2条、竃跡 1基な

どを検出し、800件に及ぶ遺物の出上をみるなど重要な

考古学的新発見を得た。とりわけ、水地河地区Ⅲ区で発

見した 1号窯跡は北朝 (北魏～隋代)の大規模な窯跡で
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あり、大量の青釉盗器と窯道具類が出土し、この地域で

最も古い青姿窯跡の発見となった。また、唐三彩の鉢、

高杯、盤、碗などの失敗品を捨てた土坑を検出し、白河

一帯においても唐三彩生産が行われていたことを明確に

するとともに、唐三彩片中に日本の大安寺跡出土陶枕や

縄生廃寺跡出土碗と酷似したものが含まれていることか

ら、それらの製作地が黄冶窯であることが明確になった。

秋には研究者 5名 を招聘し、関連遺物・遺跡の共同研究

を行った。 3月 には研究者 2名 を派遣し、次年度の共同

研究計画を協議した。なお、黄冶窯出土唐三彩片の蛍光

X線分析などの成果を 履華夏考古』誌上に公表した。

●韓国国立文化財研究所との共同研究

韓国国立文化財研究所とは「日本の古代都城並びに韓

国古代王京の形成と発展に関する共同研究」というテー

マで、2005年 12月 20日 に日・韓共同研究合意書を取 り交

わした。2006年度は、それに基づき『日韓文化財論集 1』

(仮題)を作成するための調査、学術交流を主たる目的

とした。

日本側からは、夏に 3名、冬に 5名の計 8名が訪韓し

た。それぞれの研究テーマは、瓦、木簡、磨崖塔、都城

制、遺跡の保存・活用など多岐にわたり、テーマに沿っ

て韓国各地での調査を実施した。また韓回側からも秋に

2名、冬に 6名の計 8名が訪日し、奈良を中心とした日

本各地の都城関連遺跡や庭園の踏査、生産関連資料の調

査をおこなった。以上の調査成果に基づき、2007年度に

論集を刊行する計画である。

一方、国立慶州文化財研究所との間では、2006年 5月

17日 に発掘調査交流協約書を取 り交わした。それに基づ

き、日本側からは都城発掘調査部考古第二研究室の小田

裕樹研究員が2006年 9月 18日 ～11月 17日 まで慶州文化財

研究所に派遣され、慶州四天王寺址や隆城洞遺跡の発掘

調査に参加し、あわせて韓国各地の都城関連遺跡の視察

をおこなった。韓国側からも朴允貞学芸研究官が2CX17年

1月 22日 ～ 3月 17日 までの約 2カ 月間、奈良文化財研究

所に滞在し、甘樫丘東麓遺跡、石神遺跡などの発掘調査

に参加し、あわせて近畿圏とその周辺の都城関連遺跡の

視察をおこなった。

●西アジア文化遺産保存修復のための緊急協力事業

アフガニスタン、イラクを対象とする文化遺産保存修

復協力事業であり、東京文化財研究所と共同で実施して

いる。

アフガニスタンに対しては、世界遺産バーミヤーン仏

教遺跡群の保存修復協力と現地スタッフの養成のための

研修事業を実施している。2006年度の研修事業は、現地

に各地の研究者を招聘しておこなった。バーミヤーン遺

跡の保護事業は、遺跡の範囲確認に重点を置き、本年度

も遺構の広がりを把握するために、西大仏の南西にあた

る平地部分で試掘調査を実施した。また、昨年度の試掘

成果をもとに、大崖中央部前面の調査では建物基礎と考

えられる遺構の広がり追及した。塔跡の調査では、基礎

の外装を初めて確認するとともに、イスラーム時代の建

物も発掘した。

イラクに対する緊急援助事業は、本年度も現地の専門

家 4名 を日本に招聘して実施し、奈良文化財研究所では、

主に出上金属器の保存処理についての研修をおこなった。

●異なる環境条件下における不動産文化財の発掘技術及

び保存に関する調査研究

平成14年度の覚書調印によって、アンコール・ トム内

の西 トップ寺院を対象とした 4カ年計画が発足し平成17

年度で第一フェイズの調査を終了した。今年度以降、第

ニフェイズとして新たな調査をおこなうため、覚書の調

印をおこなうとともに、 2回の現地調査と、招聘事業を

おこなった。

現地調査は8月 と 1月 に実施した。 8月 はこれまでお

こなった中央祠堂前面にのびるテラスを南北に縦断する

トレンチの最後として、北端に調査区を設定した。また

1月 の調査ではテラスの東側全面に調査区を設定し、下

層のラテライト構造物や、中央のセマ (結界石)を発見

した。今年度から建築関係の調査が始まり、 8月 には西

トップ寺院の現状調査をおこなうとともに、 1月 には基

壇の砂岩の実測調査をおこなうことができた。

招聘事業では3月 に王立芸術大学を卒業した若手研究

者 3名を招聘し、研究所の視祭や、奈良・京都の世界遺

産の視察をおこなった。

また、今年度も科学研究費補助金の特定領域「カンボ

ジアにおける中世遺跡と日本人町の研究」に協力すると

ともに、昨年度より始まった大阪大谷大学の窯跡調査ヘ

の協力をおこなった。
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海外からの主要訪間者一覧

●辛 龍飛 (目立慶州博物館)/大韓民国/
06.3.28～ 4.27/金 属遺物の科学的な保存処理

及び分析法研修受講

OSimadri Bihari Ota(考 古学調査局・フィ

ールド・オフィサー)/イ ンド/06.4.5/施

設見学 (国際交流基金文化人短期招聘)

0金 鐘祐 (国 立慶州博物館保存科学室)

外5名 /夫韓民国/06421/施設見学

●晋 宏遊 (故宮博物院・副院長)外古建築

保存専門家5名 /中華人民共和国/06.515/

現場視察・研究員との意見交換

OVasaut Shinde(Deemd大学Deccan校考

古学部・教授)/イ ンド/06530//発 掘法の

視察

●卓 然 (大韓佛教曹濃宗務院・文化部長)

外 2名 ′/大韓民国/06.6.20′ /文化財管理事

例調査

●アネック・シハマー ト (タ イ芸術局。第 3

地区長)//タ イ王国
/0673/施

設史跡視察

●田 庸畏 (広 州大学校)外 1名 /大韓民国

/068.18/資 料視察

●Roland Merar(Ministry of Commu� ty

and Cultural Affairs, Repubhc of Palau

Bureau of Arts and Culture DirectOr /́

Hねtonc』 Preservadon Oncer)外 1名/
パラオ共和国/06817～ 9,15/文化遺産の保

護に資する研修2006(ACCU個 人研修・パ

ラオ)(講師:松井・西回・神野 '金井・小池・

高瀬・中島)受講

●朴 景子 (韓 国伝統景観保存研究院長)

外2名 イ大韓民国 フ0696/事例調査

●宋 新潮 (中 国国家文物局博物館司長)

外5名 /中華人民共和国,/06.911′ 施設・史

跡視察

●TECH SRUN(Apsara Authority/Technical

Staff in Preventive excavation Team,

Archaeological Unit)外 14名 /カ ンボジア

王国,イ ンド,イ ンドネシア共和国,イ ラン・イ

スラム共和国,マ レーシア,モ ルディヴ共和国,

ミクロネシア連邦,モ ンゴル国,ネ パール王国,

ニユー・ジーランド,パ キスタン・イスラム共

和国,大韓民国,サ モア独立国,ト ルクメニスタ

ン,ベ トナム社会主義共和国 (計15カ 国)/
06919～ 925, 10.2,103ァ

′ACCU奈 良2006集

団研修 〔講義 (講師):年輪年代法 (光谷)・

考古遺物の整理実習 (西日・神野・今井)・ 環

境考古学 (松井)・ 平城官臨地講義 (高瀬・

中島)〕 受講

●精華大学文化遺産保護研究所・研究者13名

/中華人民共和国/06.9.26/施 設・史跡見学

●エルナンデス・アギラル・ルイス・フェデリ

コ (国家文化芸術審議会 ,総裁)/エ ルサ

ルバ ドル共和国/06.926/施設視察

●ウーフイムン (外務省第一アジア局。次長)

外6名 /ベ トナム社会主義共和国/06107/
ベ トナム首相訪日先遣隊史跡視察

0グエン・タン・ズン (首 相)外多数/ベ ト

ナム社会主義共和国/061022/ベ トナム首

相訪日史跡視察

●ブイチミンチャウ (文化情報省)外 1名 /
ベ トナム社会主義共和国/061024/奈文研

表敬訪問

●スレイヤー・A・ アジーズ (国立博物館中央

修復研究室)外 3名 /イ ラク共和国/06116
～124/ユ ネスコ・日本信託基金イラク博物

館における修復研究室復興プロジェクト [講

義:保存科学 (脇谷 外)]受講

●チャン・ヂAン・タイン(hlinistry of Culture and

lnformation,  Department of Culrural

Heritage,Division of Rehc and �lonuments

Management,Expert)外 1名 //ベ トナム社

会主義共和国/06117,■ 20～ 12.1/文 化遺

産の保護に資する研修2006(ACCU個 人研

修・ベ トナム)」 [講義 (講 師):金属保

存修復概論・実習 (脇谷)奈文研施設外見

学 (井上和・脇谷)]受講

●韓中日文化遺産比較研究会 (大韓民国文

化財庁研究官・行政官有志)会員14名 //大韓

民国/06_113～ ■6施設・史跡視察

●ADI Bin Hail Taha(マ レーシア国立博物

館長)/マ レーシア/o61128/イ 施設・史跡

視察

●王 魏 (中 国社会科学院考古研究所長)

中華人民共和国ァ/061130′ /共
同研究事業に

関する協議

●リビア考古学庁考古学局長 外2名 ′′社会主

義人民リビア・アラブ国′イ06124′ /文化財保

護に関する研究内容・方法について

0高  景準 (文化財庁文化財政策局文化財

活用課・書記官)//大韓民国 /俯120 史跡視

察

●金 旭東 (吉林省文物考古研究所長)外 1

名′ン中華人民共和国/0■126/施設・史跡見学

●アミール・モヘッビアン (イ スラム・イラ

ン新思想党首)/イ ラン・イスラム共和国′/

07217′
´
史跡視察

●李 衛 (映西省西安文物保護修復センター)

外1名 /中 華人民共和国/07220′
′
史跡視察

及び意見交換

●常 一民 (太原市文物考古研究所・副所長)

/中華人民共和国/07227,2.28/史 跡見学

OMohammad Shariatmadari(外交関係戦

略評議会メンバー・前商業大臣)外4名 /イ

ラン・イスラム共和国/07316/施 設・史跡

視祭

0王 旭東 (教建研究院・副院長)外 3名 /
中学人民共和国/07.3.19/施 設見学及び意

見交換

海外からの招聘者一覧

0テ 根― (国 立慶州文化財研究所長)/
大韓民国/ 06516ハヤ519

●権 宅章 (国 立慶州文化財研究所 。学芸

研究士)/大韓民国/06.516～ 5,19

●Pheng Sytta(プノンペン芸術大学・考古

学部長)/カ ンボジア王国/06816～ 823

0chhay Rachna(ア プサラ・研究員)/カ
ンボジア王国//06.816～ 824

●季 久海 (揚 州市文物考古研究所長)/
中華人民共和国 /069■～920

●朱 岩石 (中 国社会科学院考古研究所漢唐

研究室・副主任)/中 華人民共和国 /

06912-919

0日 立坤 (遼寧省文物考古研究所 。書記)

′
中華人民共和国/06916～ 927

●李 龍彬 (遼寧省文物考古研究所・金牛山

工作靖責任者)/中学人民共和国/06.9.16

-927

●許 紅英 (遼寧省文化庁文物処長)′
′
中学

人民共和国/069.16～ 927

●李 振勇 (遼寧省朝陽市文化局・副局長)

中華人民共和国/06.9.16～927

●解 月ヽ敏 (大鐘寺古鐘博物館・副研究館員)

/中学人民共和国 /06918～
9.24

●ヌF徳才 (大鐘寺古鐘博物館・助理館員)

・ 中学人民共和国/06918～ 9,24

●庄 岩 (大鐘寺古鐘博物館・館員)/中 華

人民共和国/06918～924

0子 投 (大鐘寺古鐘博物館・副研究館員)

′中学人民共和国′′06918～924

●庚 隼(大鐘寺古鐘博物館・副研究館員)

/中華人民共和国 /069,18～ 924

●王 功本 (大鐘寺古鐘博物館・助理館員)

´中華人民共和国/06918～ 924

●韓 京淳 (韓国建国大学校絵画学科絵画保

存・助教授)/大韓民国/06922～ 926

●金 思恵 (国立文化財研究所保存科学研究

室・研究員)//大韓民国/06922～ 926

0金 壽起 (韓日龍仁大学校文化財保存学科・

教!受 ) ′状 韓民国//06922-926
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●金 奎虎 (公州大学校・教授)/大韓民国

///06.9.22-926

●鄭 永東 (国立慶州文化財研究所保存科学

室・研究員)/大韓民国/06922～ 9.26

。李 午憲 (韓国伝統文化学校保存科学科・

碩座教授)/大韓民国/06,9.22～ 9.26

●李 壽熙 (韓国伝統文化学校附設韓国伝統

文化研究所 。研究員)/大韓民国/06.922～

9.26

●陸 壽麟 (故宮博物院科技部・研究員)/
中華人民共和国/06.9,22～ 9.27

●梁 泌承 (ソ ウル歴史博物館・保存庭理課

長)/大韓民国/06.9.22～926

●姜 畑台 (国立中央博物館・保存科学室長)

/大韓民国/06922～ 9,26

●魏 光徹 (韓瑞大学校文化財保存学科・教

授)/大韓民国/06922～ 9.26

●陳 青 (中国文物研究所文物保護科技中心・

主任)/中華人民共和国/06.9.22～ 9.26

●杜 暁帆 (ユ ネスコ北京事務所 。文化遺産

保護委員)/中華人民共和国/06.9.22～

9.26

●秦 文生 (河南省文物考古研究所・副所長)

/中華人民共和国/06.10■ ～1024

●朱 炭イ事 (河南省文物考古研究所 。科長)

/中華人民共和国/06.10,■～10.24

●弓 新民 (河南省文物考古研究所 。館員)

/中華人民共和国/061011～ 1024

●黄 克映 (河南省文物考古研究所・館員)

/中華人民共和国/0610.11～ 1024

●刺 岩 (河南省文物管理局・主任科員)/
中華人民共和国/0610.11～ 1024

●王 品辰 (遼寧省文物考古研究所長)/中
華人民共和国/061015～ 10.24

●車 順舗 (国立慶州文化財研究所・学芸研

究士)/大韓民国/06,1030～ H7
●朴 疏貞 (国立慶州文化財研究所・学芸研

究士)/大韓民国/061030～ 11,7

●劉 慶柱 (中 国社会科学院学部委員考古研

究所 。教授)/中学人民共和国/061110～

1115

●李 銃芳 (中 国社会科学院考古研究所 。研

究員)/中華人民共和国/06.■ 10～ 1115

0白  雲翔 (中 国社会科学院考古研究所 。副

所長・教授)/中華人民共和国/061110～

1115

●銭 国祥 (中 国社会科学院考古研究所・研

究員)/中学人民共和国/061110～ 1115

。朴 充貞 (国 立慶州文化財研究所 。学芸研

究士)//大韓民国/071.22～ 317

●卓 京粕 (国 立扶余文化財研究所学芸研究

室・学芸研究官)/大韓民国/0725～ 2■

●金 哲主 (目立扶余文化財研究所学芸研究

室・学芸研究官)/大韓民国/07.2.5～ 2.11

●姜 賢 (国立文化財研究所建築物研究室・

学芸研究官)/大韓民国/07.2.5～ 2.ユ ユ

●南 昌根 (日立文化財研究所建造物研究室・

学芸研究官)/大韓民国/07.2.5～2.11

●黄 仁鏑 (国立文化財研究所遺跡調査研究

室・学芸研究官)/大韓民国/0735～ 313

0日 庸異 (国立扶余文化財研究所学芸研究

室・学芸研究官)/大韓民国/07.3.5～313

●Phann Makara(プ ノンペン王立芸術大学

卒業生)/ヵ ンボジア王国/07319～ 33ユ

oPen Vuthyda(プ ノンペン王立芸術大学

卒業生)ヵ ンボジア王国/07.3.19～ 3.31

●Than Monoyith(プ ノンペン王立芸術大

学卒業生)ヵ ンボジア王国/073.19～ 331

奈文研研究者の海外渡航一覧

●森本 晋 :ア メリカ合衆国/06.4_18～ 426

/考古学におけるコンピュータの応用と数

量的方法学会に出席・発表/運営費交付金

●窪寺 茂 :大韓民国/Oa426～ 51/韓国皇

龍寺復原に関する国際会議に出席/先方負

担

●程 ゴウン:大韓民国/06.426～ 5.2/韓回

皇龍寺復原に関する国際会議に出席/特別

研究員奨励費

●島日 敏男 :ベ トナム社会主義共和国/
065.18～ 521//ベ トナム国 ドンラム村保存

にかかる現地打合せ等 /他機関科研費

●巽 淳一郎 :中学人民共和国/065。 19～

524/河南省文物考古研究所との共同研究

イ運営費交付金

●西口 壽生 :中華人民共和国/06519～
5,24/河南省文物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

0玉田 芳英 :中華人民共和国/06519～

524/河南省文物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

●森川 実 :中華人民共和国/06519～ 524

/河南省文物考古研究所との共同研究/運

営費交付金

●深澤 芳樹 :大韓民国/′06529～ 63′ 束

アジアにおける弥生時代タタキ技法波及経

路の研究のため/科研費

0杉山 洋 iカ ンボジア王国/0662～ 6.8/

アンコール文化遺産保護共同研究現地調査

のため/運営費交付金

●森本 晋 :カ ンボジア王国/0663～ 6.7//

アンコール歴史遺産保護開発国際調整委員

会技術委員会に出席・発表のため/運営費

交付金

●小林 謙一 :中華人民共和国/066.10～

6.14/遼寧省文物考古研究所との共同研究

打合せ/運営費交付金

●光谷 拓実 :中華人民共和国/06.611～

618/第 7回国際年輪学会参加及び発表のた

め/運営費交付金

●大河内 隆之 :中華人民共和国/06611
～625/第 7回 国際年輪学会参加及び発表の

ため/運営費交付金

●松井 章 :北部アイルランド連合王国/
066.13～ 6.21/シ ェットランドにおける在

来家畜、および先史文化の研究/科研費

●森本 晋 :リ トアニア共和国/06,7.6～

721/第 30回 世界遺産委員会出席/他機関

負担

0加藤 真二 :中 華人民共和国/06,79～

7,16/中国吉林省における研究発表と遺跡・

遺物調査/科研費

●窪寺 茂 :中学人民共和国/06717～ 7.21

/中 国 。大明宮丹鳳門復元に関する研究/
先方負担

●杉山 洋 :カ ンボジア王国/06717～ 724

/カ ンボジアにおける中世遺跡と日本人町

の研究に関する現地調査のため/科研費

●清永 洋平 :イ ンドネシア共和国/06720
～7.27/世 界遺産プランバナン寺院遺跡群

地震被害調査/他機関負担

●豊島 直博 :カ ンボジア王国/0685～ 812

/ア ンコール文化遺産保護共同研究現地調

査のため//運営費交付金

●窪寺 茂 :カ ンボジア王国/0685～ 812

/ア ンコール文化遺産保護共同研究事業 カ

ンボジア西 トップ寺院の建築学的調査/運

営費交付金

●杉山 洋 :カ ンボジア王国/06.8.5～ 8,12

/ア ンコール文化遺産保護共同研究事業 カ

ンボジア西 トップ寺院の建築学的調査//運

営費交付金

●小澤 毅 :中華人民共和国/0686～ 815

/終南山・嵩山・泰山の踏査 /他機関科研費

●清水 重教 :大韓民国/0687～ 8.12/日

韓文化財共同調査のため/渡航費 :運営費

交付金,滞在費 :先方負担

●内田 和伸 :大韓民国//06.8.7～ 813/日

韓文化財共同調査のためァイ渡航費 :運営費

交付金,滞在費 :先方負担

●粟野 隆 :大韓民国 /0687～813/日 韓

文化財共同調査のためィ/渡航費 :運営費交
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付金,滞在費 :先方負担

●島口 敏男 :ベ トナム社会主義共和国/
0689～815/開発著しいハノイ都市圏にお

ける近郊農村・下町 。新住宅地の町づくり

の研究にかかる現地ワークショップの開催

/他機関科研費

●今井 晃樹 :中華人民共和国/06813～
8.26/北魏時代の平城と雲岡の調査/他機

関科研費

●岡村 道雄 :中華人民共和国/06819～
826/是川遺跡ジャパンロー ド調査/他機

関負担

●松井 章 :中華人民共和国/06.8.31～ 96

/田螺山遺跡出土遺物の調査、環境考古学

研究に関する資料調査/他機関科研費

●市 大樹 :中華人民共和国/06.96～ 916

/高句麗・渤海等の古代遺跡の調査/他機

関科研費

●内田 和伸 :中 華人民共和国/0696～
9,16/中 国東北地方の古代庭園関係遺跡調

査/他機関科研費

●深澤 芳樹 :大韓民国′/06911～ 914ノ
イ
東

アジアにおける弥生時代タタキ技法波及経

路の研究のため/科研費

●森本 晋 :ア フガエスタン・イスラム国

/06910～ 10,13ィ
ンバ_ミ ヤン遺跡現地調査

/運営費交付金

●石村 智 :ア フガニスタン・イスラム国

●06.910～ 1013/バ ーミヤン遺跡現地調査

ァイ運営費交付金

●脇谷 草一郎 :ア フガニスタン・イスラ

ム国/06910～ 106/バーミヤン遺跡現地

調査 ン′運営費交付金

●窪寺 茂 :ア フガニスタン・イスラム国
/06914～ 1013/バ ーミヤン遺跡現地調査

′・
イ
他機関負担

●吉川 聡 :大韓民国/06.917～922/韓国

の古文書の料紙調査/他機関科研費

●井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国/

06918～ 926ァ /ベ トナム・タンロン遺跡に

係わる日越専門委員会準備会合に出席のた

め
イ
他機関負担

●小田 裕樹 :大韓民国
′
06.919～ 11,18/

国立慶州文化財研究所との共同研究 (発掘

調査交流)の ため/渡航費 :運営費交付金
,

滞在費:先方負担

●井上 和人 :ア フガニスタン・イスラム

国/06928～ 1013/バ ーミヤン遺跡現地調

査ィ/運営費交付金

●加藤 真二 :中 学人民共和国.イ 061019～

1026/遼 代文化財展示の充実に関する調査

研究/運営費交付金

●小澤 毅 :大韓民国/0610.23～ 10.29/ソ

ウル地域出土瓦の調査 (古代東アジアにお

ける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究の

一環)/科研費

●林 正憲 :大韓民国/06.1023～ 111/ソ

ウル地域出土瓦の調査 (古代東アジアにお

ける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究の

一環)/科研費

●山崎 信二 :大韓民国/06.1023～ ■ 1/
ソウル地域出土瓦の調査 (古代東アジアに

おける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究

の一環)//科研費

●森本 晋 :キ プロス共和国/0610.29～

116/国 際会議CIPA/VAST20061こ 出席/
運営費交付金

0小澤 毅 :大韓民国//06 H l～ 11.9′′/飛鳥

の宮都景観の形成における韓国王京の影響

の調査/渡航費 :運営費交付金,滞在費 :先

方負担

●箱崎 和久 :大韓民国/06111～ H.9/慶

州南山塔谷の磨崖塔についての建築的研究

ォ渡航費 :運営費交付金,滞在費 :先方負担

●市 大樹 i大韓民国′
′
06■ 1～■9/日 韓

における木簡の比較研究/渡航費 :運営費

交付金,滞在費 :先方負担

●金田 明大 :中 華人民共和国ィ06.H8～

1115/日 中古代墳墓副葬品の比較研究に係

る資料収集及び調査研究ァア科研費

●牛嶋 茂 :中 華人民共和国/06H8～
■.18′

/日
中古代墳墓副葬品の比較研究に係

る資料収集及び調査研究/科研費

●小池 伸彦 :中 華人民共和国ァイ06118～

11,18ン ロ中古代墳墓副葬品の比較研究に係

る資料収集及び調査研究´科研費

●豊島 直博 :中華人民共和国/′ 06H8～
■ 18,ア 日中古代墳墓副葬品の比較研究に係

る資料収集及び調査研究イ科研費

0松村 恵司 :大韓民国/06H16～ H19/
シンポジウム :百済の生産技術と政治社会

に参加ィア先方負担

0松井 章 :中 華人民共和国 /06_1117～

1124/動 物考古学関連資料収集、田螺山遺

跡出土遺物の調査/他機関科研費

●石村 智 :ア メリカ合衆国/06.■ 26～ 123

/・ 国際学会Archaeology Of the P01ynesian

Homeland i a ゃvOrking conference on the

prehistory of the Fijl‐ Vヽest P01ynesia

苗andle(米領サモア・パゴパゴ市)に参加、

ハワイにて資料調査 (ビ ショップ博物館)

/科研費

●山崎 信二 :大韓民国/061127～ 122/
日韓合意書にもとづ く論文作成のための瓦

調査/渡航費:運営費交付金,滞在費:先方負

担

●千田 剛道 :大韓民国/06.1127～ 122/日

韓合意書にもとづく論文作成のための瓦調

査/渡航費 :運営費交付金,滞在費 :先方負

担

0次山 淳 :大韓民国/0612.5～ 127/「日韓

出土土器による3,4世紀国際交流の研究」に

関わる資料収集のため/科研費

0杉山 洋 :カ ンボジア王国/06127～ 1216

/ア ンコール文化遺産保護共同研究現地調

査のため/運営費交付金

●巽 淳一郎 :中華人民共和国/0612,8～

12,14/河 南省文物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

●西日 壽生 :中 華人民共和国/06128～
1214/河南省文物考古研究所との共同研究

/運営費交付金

●神野 恵 :中華人民共和国/06128～ 1214

/河南省文物考古研究所との共同研究/運
営費交付金

●山崎 信二 :中学人民共和国/061212～

1222/中 国南朝瓦の調査 (古代東アジアに

おける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究

の一環)/科研費

●小澤 毅 :中 華人民共和国/06.12.12～

1222/中 国南朝瓦の調査 (古代東アジアに

おける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究

の一環)/科研費

。今井 晃樹 :中華人民共和国/イ 061212～

1222/中 国南朝瓦の調査 (古代束アジアに

おける造瓦技術の変遷と伝播に関する研究

の一環)′科研費

●森本 晋 :ド イツ連邦共和国・フランス共

和国/061213～ 1221′ /バ ーミヤン遺跡の

保護に関する専門家作業グループ国際会議

出席 (ド イツ),バーミヤン遺跡関連資料の

調査 (フ ランス)//他機関負担

●松井 章 :大韓民国 0612_18～ 1223//韓

国金海貝塚の発掘報告書作成指導・研究打

合せ /運営費交付金

●井上 和人 :ベ トナム社会主義共和国/
0711～ 122′

/タ ンロン遺跡発掘調査支援 /

他機関負担

●小澤 毅 :ベ トナム社会主義共和国/
071.6～ 113/タ ンロン遺跡発掘調査支援 /′

他機関負担

0金田 明大 :ベ トナム社会主義共和国
′

07115～ 122イ タンロン遺跡発掘調査支援
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/他機関負担

●高瀬 要一 :大韓民国/07.118～ 121/慶

州九黄洞園池復原整備指導/他機関負担

●島田 敏男 :カ ンボジア王国/07.1.22～

1.28/ア ンコール遺跡群の調査/運営費交

付金

●清水 重敦 :カ ンボジア王国/07.1.22～

128/ア ンコール遺跡群の調査/運営費交

付金

0杉山 洋 :カ ンボジア王国/07.1.22～ 2.3/

カンボジアにおける中世遺跡と日本人町の

研究に関するシンポジウム出席/科研費

●和田 一之輔 :カ ンボジア王国/07124～

23/ア ンコール遺跡群の調査/運営費交付

金

●石村 智 :カ ンボジア王国/07.124～ 2,3

/ア ンコール遣跡群の調査/運営費交付金

●森本 晋 :カ ンボジア王目/07.1.29～ 23

/国際シンポジウム :新石器時代の初期居

住とクメール陶器の生産に出席・司会/科

研費

●神野 恵 :台湾/07.130～ 2.2/黄治窯唐

三彩資料の調査/科研費

●千田 剛道 :大韓民国/07220～226/出

土建築部材に関する調査研究状況の類例調

査/科研費

●金井 健 :大韓民国/072.20～2.26/出 土

建築部材に関する調査研究状況の類例調査

/科研費

●馬場 基 :大韓民国/072.20～ 226//出 土

建築部材に関する調査研究状況の類例調査

/科研費

。高田 貫太 :大韓民国/07.2.20～ 2.26/出

土建築部材に関する調査研究状況の類例調

査テ/科研費

●豊島 直博 :大韓民国フ/07220～ 223/ 「́弥

生・古墳時代における日韓墳墓出土鉄製武

器の比較研究」|こ 関する資料調査/科研費

●石村 智 :チ リ共和国、仏領ポリネシア

/07.2.24～ 3.5/イ ースター島・ソサエテイ

諸島の石造記念物調査/科研費

●今井 晃樹 :中華人民共和国 /072.25～

3.1′
′
歴史的庭園に関する情報・資料収集/

運営費交付金

●中島 義晴 :中華人民共和国/07.225～

31/歴史的庭園に関する情報・資料収集/

運営費交付金

0田 辺 征夫 iカ ンボジア王国/07226～

3.2′/ア ンコール遺跡群現地視察/運営費交

付金

●杉山 洋 :カ ンボジア王国/07226～ 32

/ア ンコール遺跡群共同研究/運営費交付

金

●清永 洋平 :イ ンドネシア共和国/073ワ～

3.7/イ ンドネシアジャワ島中部地震による

文化遺産被害第二次調査/他機関負担

●森川 実 :中華人民共和国/0735～ 3.17/

大明宮太液池出土遺物の調査/運営費交付

金

0今井 晃樹 :中華人民共和国/07.3.5～ 323

/太液池遺跡の調査/運営費交付金

●牛嶋 茂 :中華人民共和国/07.3.5～ 323/

太液池遺跡の調査/運営費交付金

●箱崎 和久 :中華人民共和国/0■3.5～323

/江蘇省における塔婆建築の構造と意匠に

関する調査 (～3/12)唐長安城太液池に関

する建築石材と類例の調査 (3/ユ 2～)/～
3/12:科 研費,3/12～ :運営費交付金

●小林 謙一 :中華人民共和国/07.3.10～

3.14/東 アジアにおける武器・武具の比較

研究/科研費

●加藤 真二 :中華人民共和国/07310～

3.14/遼寧省文物考古研究所との共同調査

/運営費交付金

●中川 あや :中華人民共和国/07.310～

317/遼寧省文物考古研究所との共同調査

/運営費交付金

●和田 一之輔 :中華人民共和国/073,10～

3.17/遼寧省文物考古研究所との共同調査

ィ/運営費交付金

●金田 明大 :中華人民共和国//073.10～

317/遼寧省文物考古研究所との共同調査

/運営費交付金

●西田 紀子 :中華人民共和国/07.3.12～

317/唐長安城太液池に関する建築石材と

類例の調査/運営費交付金

●金井 健 :中華人民共和国/ン 073.12～ 323

/遺物の調査と撮影/運営費交付金

0高瀬 要一 :フ イリピン共和国/073.14

～3.21/文 化的景観調査 (コ ルディレラ山

脈の棚日の保存管理と観光による景観破壊

の実態調査)/運営費交付金

0松井 章 :ロ シア連邦/073.18～ 3.22/ロ

シア沿海州新石器時代遺跡出土動物骨の調

査′/科研費

●清水 重教 :中華人民共和国/′ 07318～

323/中国における文化遺産のオーセンテ

イシテイに関する現地調査/イ科研費

。森本 晋 :ベルギー王国//07.318～ 324/フ

国際研究集会 :遺産の未来 出席/運営費交

付金

●島田 敏男 :ベ トナム社会主義共和国ノ

07.3.19～ 3.22/ベ トナム国ハノイ省 ドンラ

ム村に関する検討会等出席/他機関科研費

●西日 壽生 :中華人民共和国/07325～

328/河南省文物考吉研究所との共同研究

2006年度総括及び、2007年度計画協議/運

営費交付金

●神野 恵 :中 華人民共和国/073.25～3.28

/河南省文物考古研究所との共同研究 2006

年度総括及び、2007年度計画協議 /運営費

交付金
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公開講演会

第 98回公開語演会

2006年 6月 1フ 日

◆◆井 晃樹 :唐代富殿の風景

考古学の発掘調査は古代の宮殿の様子を明らかにす

るのに多大な貢献をしてきた。 しかし、その成果は建

物の規模や配置を示す平面図という形で発表されるこ

とがおお く、当時の具体的な風景を想像 しにくい。こ

の講演では当時の人々が感じた風景をできるだけ立体

的に視覚的に想像できるようにした。会場では宮城内

にあった宮殿建物の規模や形態を示す際に、それらを

実感できるように身近にある現代の建物や町の風景と

比較することにつとめた。

古代の宮殿というのは、儀礼の空間であり、視覚的

な要素が重要な意味をもっていた。塀に囲まれた広場

とその奥にそびえる高い建物は見る者を圧倒するよう

に設計され、広場には樹木や水路などで空間を立体的

に演出していた。宮殿の建物の規模、高さ、屋根や柱
の色は人々の記憶にもっとも印象深 くのこる視覚的要

素である。宮殿空間でおこなう儀式ではさらなる演出

がされていた。多数の儀彼兵、幡、楽団や舞踏団が広

場を埋め尽 くし、舞台装置が準備された。音をふ くむ

聴覚的要素が演出に加味された。

以上のように考古学だけではわか りにくい宮殿空間

本来の風景や雰囲気を多少なりとも復原できたと考える。

◆金井 健 :遺跡からの情報発信

一遺跡保存のプロモーションとプレゼンテーションー

平城宮跡の保存と整備の変遷、また国内外の遺跡の

整備 。活用の事例を紹介しつつ、その意義と今後の方

向性について発表した。

事例を概観する中で明らかになったのは、遺跡の整備・

活用には常に遺跡に内包された情報をどのような手段

で発信 していくかが聞われているということである。

平城宮跡に蓄積された情報をどのように理解するのか、

また、 どのような情報を発信 していくべきか、こうし

た問いかけが平城宮跡の整備 。活用に課せられた根本

的な課題である。

かつて、日本の遺跡が開発事業の過大な要求からハ

ー ド面の整備・活用に大きく傾倒 したように、整備・

活用の実際が社会システムに深 く関わっていることを

忘れてはならない。近年、国内外の遺跡にみられる経

営的視点の導入や社会化プログラムは、遺跡の整備・

活用に社会システムを意識的に組み込む仕組みであり、

平城宮跡の整備 。活用にも積極的に取 り入れていく必

要があろう。

第 99回公開講演会

2006年 10月 28日

◆西田 紀子 :明治・大正・昭和の住まいと文化財

平成16・ 17年度に実施した鳥取県近代和風建築総合

調査の成果を中心に、近代民家の変遷について実例を

交えながら紹介した。近代の住宅については、これまで、

西洋建築からの影響や建築家の設計による新様式の採

用など、近代ならではの特徴をもつ住宅が注 目されて

きた。しかし、これらは日本全国に残る近代の住宅の

一部に過ぎず、実際は、近世民家の平面や構造・意匠

を継承 したものが大半を占めていた。鳥取県にはこの

ような近代民家が多 く現存 し、その変遷からは、一部

の富裕層や上層に限られていた様式が広い階層に普及

していく過程をみることができる。近代の民家の変遷

からは、規模が大型化 し、座敷の意匠が充実、一階の

裏側や三階のET■
J性が向上する過程をよみとれる。また、

平面の拡大により、構造が強固となり、断面大の軸材や、

洋風 トラスの採用などが用いられた。このような近世

民家の継承の上に花開いた近代民家は、明治中頃から

後半にかけて一到達点に達したといえよう。

◆山本 崇 :木簡調査の100年一全国出土木簡の追跡から一

「木簡調査の100年」をテーマに、木簡の調査には

100年 に及ぶ歴史があることと、最新の釈読成果を紹介

した。

平城宮跡出上の「 1号木簡」 (寺請木簡)以前に、

全国で21件の木簡出土事例が知られてお り、最古の発

見例は実に1904年 にさかのぼる。また、奈文研の調査

による最初の木簡も、最近は「出上した墨書のある木

製品」をすべて「木簡」とみることから、1958年に飛

鳥寺塔跡で出土した舎利容器の外箱となった。

全国の出土木簡は、2006年 10月 には34万点を超えた。

こうした類例の増加に伴う調査研究の深化と、赤外線

機器など技術の進歩により、出土当時には読めなかっ

た文字が新たに読めるようになり、大きな成果をあげ

ている。その 1例が、姫路市の辻井遺跡でみつかった「難

波津の歌」木簡である。1985年の出土当時には判読で

きなかったが、2004年 になって下の句まで記した「難

波津の歌」木簡の最初の出土例であったことが判明し、

古代の畿内近国における文字文化受容の一端を示す資

料を紹介することができた。
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研究集会

◆東アジア文化財保存修復国際会議

2006年 9月 24～ 25日

日本、中国および韓国にはそれぞれ文化

財の保存修復に携わる専門家が存在する。

地理的にも文化的にも共通するものをもつ

東アジア3カ 国ではあるが、文化財に対す

る考え方、文化財をとりまく環境には国に

よっておのずから違いがあるため、その文

化財の保存修復の考え方は必ずしも一致す

るものではない。しかしながら、気候風土

や文化財の素材には類似したものも多く、

共通の課題を抱えていることもまた事実で

ある。

今回の国際会議では、口頭発表として日

本 8作、中国H作、韓国10件の計29件 、ポ

スター発表として21件 (全て日本)の発表

件数となった。また、日本から133名 、中

国から19名 、韓国から32名 、ハンガリーお

よびインドネシアから各 1名 の参加者を

得、研究発表および総合討議を通して、お

互いの考え方や技術についてその違いと共

通性を認め合い、議論を深めていくことが

できた。

この国際会議は、2001年 に北京でおこな

われた、中韓日文物保存4多復技術検討会に

引き続 くものとして開催されたものである

が、総合計議において、「東アジア文化財

保存修復学会 (仮称)」 の設立を目指 し、

各国に準備委員会を発足させ、相互の連絡

調整をおこなっていくことが確認されたこ

とは、大きな成果のひとつとしてあげるこ

とができる。

(高妻 洋成)

◆古代官衝・集君研究会

2006年 12月 15～ 16日

2006年 度は「古代豪族居宅の構造と機能」

をテーマに開催した。今回は、地方豪族居

宅遺跡の主要な調査成果を整理するととも

に、中央貴族邸宅や古墳時代の豪族居館、

郡衡の館や国司館との対比をおこない、ま

た、文献史学におけるイヘ・ヤケ論につい

ても再検討も進め、考古学と文献史学との

両分野から豪族居宅の構造や機能について

追究し、現状における課題の共有化を図る

ことを目的とした。研究報告は、神保公久

「九州の豪族居宅」、菅原祥夫「東北の豪族

居宅」、田中広明「地方官衡の館と豪族居

宅」、山中敏史「地方豪族居宅の空間的構

成」、橋本博文「古墳時代豪族居宅分析か

らの提言」、家原圭太「京内貴族邸宅の構

造」、仁藤教史「貴族・地方豪族のイエと

ヤケ」の 7本で、総合討議をおこなった。

地方公共団体・大学関係者等147名 が参加

し討議をおこなった。アンケー トでは 9割

以上の参加者から有意義であったとの回答

を得た。

この研究会の報告論文集は、2007年 12月

刊行の予定である。

(山 中 敏史)

◆第 10回古代瓦研究会

飛鳥自鳳の瓦づくリー重弁蓮華紋軒丸瓦の

展開―

2007年 2月 3日～4日

白鳳期の重弁蓮華紋軒丸瓦のうち、山背

の樫原廃寺式の瓦、河内の原山廃寺式の瓦、

近江の湖東式の瓦および備中の備中式の瓦

について、年代 。文様・技法・広がり及び

中国・朝鮮からの影響について検討する研

究会である。

樫原廃寺の瓦については、最古のものが

7世紀中葉で、次の段階のものが 7世紀後

半で、全体として新羅との関係が指摘され

た。

高井田廃寺の瓦は、金堂・講堂・塔の順

での生産が考えられ、原山廃寺式軒丸瓦は

間弁T字形の系列と、間弁に珠文を配する

系列に大別し、後者と側板連結模骨丸瓦と

の関係が議論された。瓦当文様における古

新羅系・百済系・高句麗系要素の混在は、

高井田廃寺周辺の渡来人の多様性に由来す

るものとの指摘があった。

湖東式の瓦については、従来百済との関

係が指摘されていたが、湖束式の軒九瓦に

最も類似する現状での資料は、束魏・北斉

の都城の瓦であり、粘土紐桶巻作りの比率が

多いこと、瓦当裏面に刻みを入れて丸瓦と

接合すること、瓦当文様の各要素が高句麗

瓦との関係を考慮すべきであるとの指摘が

あった。

術中式の瓦については、備中式と淀江廃

寺式との関係、大阪堂ケ芝廃寺との関係が

議論され、側板連結模骨丸瓦の存在が指摘

されたと参加人数176名 であった。

(山 崎 信二)

◆宮中儀礼の復興による文化遺産の活用に

関する研究会

2007年 2月 22日

文化遺産部景観研究室・遺跡整備研究室

共同開催

第一次大極殿復元完了後の活用を念頭に

置いた研究会で、景観研究室・遺跡整備研

究室共同開催である。ソウルの景福宮など

で守門将の交代儀式や大射の礼、宮中の舞

踊等の復興に関わる韓国の研究者二人を招

き、現状と課題について報告があった。ま

た、平城遷都1300年 記念事業協会から事業

概要の現状報告があった。さらに、平城宮

で騎射はどこでおこなわれ、復興プログラ

ムはどのようなものが考えられるか報告が

あり、流鏑馬等をおこなっている小笠原流

弓馬術礼法小笠原教場の小笠原清基氏から

実際におこなう場合の注意点など有意義な

コメントを得た。報告は以下の 4本。安泰

旭「朝鮮時代の宮中儀礼の復元、再現の現

況と課題」、金英淑「朝鮮王朝宮中呈才の

復元、再現の現況と課題」、立石堅志「平

城遷都1300年 記念事業の概要について」、

芳之内圭 。内田和伸「五月五日節会の復興

に関する基礎的研究」。

(内田 和伸)

◆古代建築の技術研究会

200フ年2月 23日

建造物研究室では、平城宮第一次大極殿

復原研究にともない蓄積された古代建築の

構造・技法 。意匠の研究を元に、2006年度

からの中期計画において、古代における建

築構法の研究を掲げている。この研究内容

を討議し、さらに広く研究者一般に意見を

求める機会として、標記研究会を立ち上げ

ることとした。奈文研建造物関係研究員に

加え、研究協力者として所外の研究者18名

からなる研究グループを組織し、年に 2回

の研究会を、 1回 日は上記グループによる

検討会、 2回 目は公開の研究集会という形

で実施する予定である。2006年度は、第 1

回研究会であるため、研究グループの検討

会として、研究の全体像を討議し、その上

で研究事例として清水重敦、山下秀樹によ

る「飛鳥・白鳳期寺院金堂 。中門における

2階建構造」の報告をおこなった。

研究会の目的として、第一に既往の古代

建築の技術に関する蓄積を整理、体系化す

ることを置くが、第二に古代建築に関する

新しい研究視角の提示を積極的に打ち出す

ことも掲げている。上記二報告はとりわけ

後者の一例と位置づけており、今後、研究

会の開催を通して、両目的が深まっていく

ことを期待している。

(清水 重敦)
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文部科学省科学研究費

◆カンボディアにおける中世遺跡と日本人

町の研究

代表者・杉山洋 特定領域研究 継続

平成15年度より科学研究費補助金 特定

領域研究「中世考古学の総合的研究一学融

合を目指した新領域創生一」の一環として

「カンボジアにおける中世遺跡と日本人町

の研究」をおこなっている。

今回の研究においては、カンボジアにお

ける中世遺跡、わけてもプノンペンとピニ

ャールーの2カ 所にあったとされる日本町

を対象とし、カンボジアにおける中世遺跡

との関連を明らかにするとともに、当該期

の日本人町について、日本出土遺物と関連

する遺物の出土を元に、その生産流通関係

を考察する。一方で、カンボジアにおける

中世期の調査研究のために、クメール陶器

の窯跡を調査し、クメール陶器の編年研究

を推進する。

平成18年度は7月 に日本町の第二次発掘

調査をおこない、第一地点とした教会跡地

に トレンチを設定し、教会の時期特定を目

指した。その結果、教会は近代以後と考え

られ、日本人町の時期にはさかのばり得な

いことがはっきりした。 1月 にはソサイ窯

跡群の第 4時発掘調査をおこなった。今回

の調査で窯体のほぼ半分の様子が明らかと

なり、窯構造と規模を特定することができ

た。この調査に合わせて現地でシンポジウ

ムをおこない、近年盛んになっている現地

での考古学的調査についての情報交換をお

こなうことができた。

◆推論機能を有する木簡など出土文字資料

の文字自動認識システムの開発

代表者・渡遇晃宏 基盤研究 (S)継続

5カ 年計画の第 4年 次にあたり、 a文 字

画像データベースの開発、 b文字画像鮮明

化のためのシステムの開発、 c木 簡解読の

ための支援データベース群の構築、 d文字

自動認識システム (OCR)の 開発の 4頂

目につき、引き続き順調に研究 。開発を進

めている。

まず、 aについて。一昨年度WEB公 開

した木簡の文字画像データベース「木簡字

典」を、 4文字までの複数文字列検索が可

能なシステムにヴァージョンアップして公

開した。また、これに合わせて文宇画像を

大幅に拡充し、文字種1,049種 、文字数約

15,000文 字となった。これにより約1,500極

あるといわれる木簡に使われる文字の主要

なものをほぼカヴァーできるようになった。

次に c・ dに ついて。昨年度開発したオ

フライン木簡文字認識システム「MOkkan
ShopJの 試作版が完成し、2006年 12月 に奈

文研で開催した木簡学会第28回研究集会に

おいてデモをおこない、希望者に試作版を

頒布した。実際に使用していただき、その

結果のアンケー トに基づき、2007年度にさ

らに改良 を加 える予定である。 また、

「ふ71okkan ShopJ試作版には、昨年度に研

究分担者の東京農工大学の中川正樹先生の

研究室において開発した地名・人名・物品

名の文脈処理モジュールを実装し、その釈

読の有効性を高めるのに成功した。

これまで独立して進めてきた aか らdま

での研究開発を統合し、一元的な木簡釈読

支援システムを構築することについても、

一定の見通しを得ることができた。

螂 生甲
臨甲警警

輝舛子

む  : |.rキ |―

静尾■

浜 雫

木簡文字自動認識システム

の検索画面

Mokkan Shop

◆東アジアにおける家畜の起源と伝幡に関

する動物考古学的研究―特に豚、馬、牛に

ついて

代表者・松井章 基盤研究 (A)継続

平成15年度～18年度までの 4年 間、基盤

研究 (A)「東アジアにおける家畜の起源と

伝播に関する動物考古学的研究―特に豚・

馬・年について」を実施した。

本研究を通じて韓日、台湾、中国、ロシ

アの研究者らを訪問して動物考占学研究の

ネットワークを構築し、各地における家畜

の出現期とその伝播の実相の一端を明らか

にすることができた。特に韓回の南部、金

海会蜆里貝塚の紀元前 1世紀の層で、すで

に牛馬が普及していたことを確かめ、なぜ

日本への伝播が数百年、遅れたのかという

問題を提起できたことは大きな成果といえ

る。

◆日中苗代墳墓副葬品の比較研究

代表者・金田明大 基盤研究 (A)継続

高句麗王陵に関する報告書が刊行され、

その副葬品の内容がある程度明らかになっ

たことにより、 5世紀の日本列島に出現す

る騎兵装備、さらには同じ頃から普及し始

める馬具は、高句麗を含む中国東北地方を

源流とし、韓半島を経由してもたらされた

蓋然性が高くなった。また、文献等からも

日中の直接的な交流が伺える 6～ 7世紀に

ついて、中原、西方、北方の各地域の要素

も混在する遼西地域の隋唐墓副葬品を対象

に比較検討をおこなった。

◆古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と

伝播に関する研究

代表者・山崎信二 基盤研究 (A)継続

本研究は、日本・韓半島・中国の 8世紀

初頭頃までの瓦について、日ごとに文様や

製作技術の変遷を把握し、国を越えた技術

伝播の様相を解明することを目的としてい

る。 2年 めにあたる本年度は、韓国ソウル

地域出上の百済漢城時代の瓦と慶州皇龍寺

出土瓦、中国南朝の建康城および南朝・唐

代の揚州城出土瓦の調査を実施した。また、

中国の研究者を日本に招聘し、意見交換を

おこなった。

◆遺跡出土の建築部材に関する総合的研究

代表者・サ|1越 俊一 基盤研究 (A)新規

今年度は、 4ヶ 年計画の初年度で、全国

の出土建築部材のデータベースの作成に着

手するとともに、出土建築部材に関わる先

行研究の整理をおこなった。また、飛鳥・

藤原地区出土の出土建築部材および他府県

出上の建築部材を調査し遺跡出上の建築都

材に関する総合的研究、調査を通して出土

建築部材の調査手法の検討もおこなった。

◆苗代官衛の造営技術に関する考古学的研

究

代表者・山中敏史 基盤研究 (B)継続

今年度は、最終年度にあたるため、官行

建物に伴う諸属性の抽出と分類、各属性の

有する意味について再整理をおこなった。

そして、これまでに作成してきたデータベ

ースを活用し、柱掘方形状・平面規模・深

さ・向き、柱筋の通 り具合、建物平面規

模・柱間寸法などについて、国術・郡衡・

城柵・回府・官衡関連・居宅・集洛の各遺

跡種別間で対比させながら統計的分析を進

めた。その結果、方形柱掘方掘削技術、掘

方規模と深さとの相関関係、柱間寸法の変

遷、広廂化などにおいて、官術造営工法の

特質を明らかにした。また、門形式には官

衡間における等級格差が反映されているこ

とも判明した。さらに梁行多間型建物、 L

字形隅柱掘方、変則的廂建物と在来工法と

の関係についても追究した。こうした研究

成果は『古代官衡の造営技術に関する考古

学的研究』のまとめて2007年 3月 に刊行し
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た。また、収集整理した官衛関係遺跡の資

料のうち、中国地方以東の官衛遺跡のデー

タは、地方官衡関係遺跡データベースとし

て奈良文化財研究所ホームページ上で公開

している。

◆富本銭と和同開琢の系譜をめぐる比較研

究

代表者・松村恵司 基盤研究 (B)継続

本年度は、富本銭と和同開弥をつなぐ古

和同銭の製作技術の研究をおこない、明日

香村西橘遺跡出土品の分析を通して、銭文

側だけを鋳型に連続して押印し、鋳造後に

背面をロクロで仕上げる特異な種銭の製作

技法の存在を明らかにした。復原された造

型方法で鋳造実験を実施したところ、きわ

めて合理的で効率的な種銭の製作方法であ

ることを確認でき、全国流通を目指した和

同開弥の大量発行に向けた技術革新の実態

を明らかにすることができた。また全国出

土和同開弥の集成作業に向けて、西日本の

出土事例の悉皆調査を実施するとともに、

昨年度開催した研究集会の研究発表記録集

「和同開弥をめぐる諸問題 I」 を刊行した。

◆霊廟建築における荘厳手法の総合的比較

研究

代表者・窪寺 茂 基盤研究 (B)継続

本研究は、全国各地の霊廟建築を対象と

した構造・意匠・装飾技法面の調査研究か

ら霊廟建築の荘厳に関わる設計理論 。手法

を明らかにし、当時の建築文化の実像を究

明することを目的とする。 2年 目にあたる

本年度は、宮城・愛知・鳥取県所在の霊廟

建築 4件計12棟のほか、塗装技法究明のた

めの日光・長野・埼玉県所在建築計7棟の

現地調査、さらに名古屋市及び前日育徳会

所蔵金具の調査を実施した。また、日光建

築造営関係文書の一部をデータ化した。

その結果、同一社殿形式における荘厳手

法の類似・相違点の把握、技法の伝承が途

絶えている塗装技法 (土朱塗・チャン塗)

の確認などの成果を得た。

◆「灰欧法」の実証的検証に基づくわが国

における金・銀の製錬技術の技術史的研究

代表者・村上隆 基盤研究 (B)新規

本研究は、従来からの文献史料の調査を

踏まえつつ、最近の考古学的発掘によって

新たに出土した実資料に対する科学的調査

の成果に基づき、特に金・銀の純度を高め

る精錬技術の技術移転と定着、さらには技

術発展に関して実証的な検証をおこなうこ

とを目的とする。本年の研究成果として、

8世紀後半に、金・銀の純度を上げる灰吹

法の原型とも呼べる方法が、実際におこな

われていたことを具体的に奈良県飛鳥池遺

跡から発掘された資料の分析に基づいて検

証したことが挙げられる。これにより、こ

れまで16世紀まで下がるといわれていた日

本での起源を850年程度も遡ることになっ

た。この発見は、日本の科学技術史におい

て大きく位置づけられよう。また、島根県

大田市に位置する石見銀山遺跡において、

実際に灰吹法に用いた鉄鍋を新たに発見し

た。灰吹用の鉄鍋の確認自体は 2例 目であ

るが、従来1533(天文 2)年において導入

されたとする灰吹法に鉄鍋を用いた物証と

して注目される。

◆打音試験法及びアコースティックェミッ

ション法による石造文化財の劣化診断技術

の開発

代表者・高妻洋成 基盤研究 (B)新規

平成18年度の研究成果の概要は以下の通

りである。 1)石造文化財を損傷すること

のない程度までの打撃エネルギーの低減、

マイクロフォンと打撃ポイントの距離の一

定化、打撃音の空気伝播音と石材伝播音の

同時計測を可能とする装置を開発・試作し

た。 2)AE波形の記録と周波数解析、可

聴域のAE計測、石造文化財表面へのセン

サーの設置法などに改良を加えた石造文化

財用AE測定装置を開発した。 3)岩石種

による固有周波数の違い、石材の密度と周

波数成分の解析、浮き・空洞などの内部欠

陥を持つ石材から発生した打撃音の特性に

ついて、石造文化財に適した打音試験法を

開発するための基礎的なデータを収集 し

た。 4)ク ラック進展位置の特定、破壊モ

ード (曲 げ・せん断)の推定について石造

文化財に適したAE法 を開発するための基

礎的なデータを収集した。 5)フ イール ド

調査における石造文化財の劣化状態調査で

は、平城宮跡より出土した礎石に対して打

音試験をおこなったところ、肉限では表面

的に確認することのできない表層剥離によ

る浮きの存在とその広がりを検出すること

ができた。本年度は初年度にあたり、装置

の試作に重点をおき、研究を進めてきた。

既存の装置とあわせて試作装置を用いて得

た基礎データについては、現在、解析を進

めているところである。

◆南都における廃仏毀釈後の資料動態に関

する調査研究

代表者・吉川 聡 基盤研究 (B)新規

本研究は、南都の古寺社が所蔵してきた

歴史資料について、本来伝来した場所から

流出した状態で現在保管されている資料群

の性格を明らかにする。

そこで、東大寺図書館所蔵の中村準一寄

贈文書について、今年度は新修東大寺文書

聖数第15函 を調査した。その内容は、近世

に興福寺の唐院・新坊に仕えていた中村家

の、江戸後期から明治初年までの古文書類

だった。近世奈良町の号所に関する史料な

ど、興福寺・奈良研究の上で注目されるも

のも含まれていた。

◆大極殿院の思想と文化に関する研究

代表者・内田和伸 基盤研究 (B)新規

5月 5日 の節会の復興に関する研究をお

こない、奈良時代におこなっていた騎射を

復興し、遺跡の活用に役立てるプログラム

の提案を『遺跡学研究』にて公表した。場

所は朱雀門前か、朝堂院南円前の利用が可

能と分かった。

また、平城宮第一次大極殿院には「宮殿

は宇宙を象る」という設計思想があること

を明らかにし、その延長上で高御座の復元

イメージを『日本史の方法』にて公表した。

◆東アジアにおける弥生時代タタキ技法波

及経路の研究

代表者・深澤芳樹 基盤研究 (C)継続

本研究は、アジア地域のタタキ技法の検

討をとおして、日本列島における弥生土器

タタキ技法の波及経路を特定しようとする

試みである。本年度は、最終年にあたるの

で、特に海外研究者との意見交換に重点を

―

おいた。大

韓民国の研

究者と北部

九州地域の

上器を共同

で観察 した

り、また大

韓民国高麗

大学でその

成果と共同

研究のあり

方について

発表する機

会を得た。
タタキメのある松菊里式上器
(大韓民国忠清南道寛倉里遺跡)

◆古代の宮殿および官衝の占地に関する復

元的研究

代表者・小澤毅 基盤研究 (C)継続

本研究は、近年の考古学的調査の進展を

承けて、 7世紀以前の宮殿の所在を具体的

に推定し、占地上の通有の特徴ならびに時

代や地域による変化を把握することを目的

としている。本年度は、所在がいまだ判明
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していない 6世紀以前の話宮をおもな対象

として、文献史料との整合性や占地の面か

ら具体的な候補地を選定し、それぞれの妥

当性を検証する作業をおこなった。

◆古代冶金工房の基礎的構造に関する考古

学的研究

代表者・小池伸彦 基盤研究 (C)継続

本年度は、古墳時代の畿内とその縁辺部

の工房ならびに地方の正房について検討を

進めた。その結果、鍛冶を伴う工房につい

て、炉跡・土坑・建物・冶金関連遺物とい

う4つ の構成要素の態様から、大きく4つ

の類型を抽出することができた。この4類

型は①南郷遺跡、②脇田遺跡、③窪木薬師

遺跡、④則清 1号遺跡で代表される。これ

をもとに律令期の工房との差異などを明ら

かにした。

◆東アジアにおける武器・武具の比較研究

代表者・小林謙― 基盤研究 (C)継続

古墳時代の武器・武具の変遷において、

5世紀第 2四半世紀の画期は、騎兵装備が

在来の武装に代わる新式の武器・武具とし

て導入されたことによるものであった。な

お、初期馬具の年代観に基づ くと、日本列

島における乗馬の開始は、武器・武具の画

期より早く、両者の間に時期差が認められ

る。また、日本の場合、「騎兵装備の導入」

が、必ずしも「騎兵の普及」につながるも

のではなかった。

◆金工技術から見た古代倭王権と東アジア

代表者・高橋克壽 基盤研究 (C)継続

本研究の最終年度にあたる今年度は、研

究成果を報告書にまとめる作業をおこなっ

た。 5世紀にあった金工品をめぐる二つの

態様は当時まだ対外交渉が一本化されてい

なかったことを示すものであったが、倭王

武の時代に変革が生じ、百済の技術や制度

を取 り入れることに大きく方針がシフトし

た。これは渡来系集団を倭王権内部に取 り

込んだ新たな政治体制の出現を意味すると

読み取れるとの報告をした。

◆住宅系伝統的建造物の保存修復と居住環

境整備手法の研究

代表者・島田敏男 基盤研究 (C)継続

本研究は、伝統的な建造物を保存し、か

つ普通に居住するための方策を研究したも

のである。ヒアリング調査によって伝統的

建造物での居住実態および居住者の意向を

明確にし、また民家再生事例等についての

事例集を収集し、保存の目的や制度に則し

た4歩理・改造のガイドラインを検討した。

◆日韓出土土器による 3・ 4世紀国際交流

の研究

代表者 。次山淳 基盤研究 (C)新規

本研究は、考古資料なかでも土器を主た

る材料として、日本列島の弥生時代終末か

ら古墳時代前期にあたる 3・ 4世紀におけ

る日本列島と朝鮮半島との交流のありかた

を検討しようとするものである。この交流

の主要な場を畿内、大阪湾、瀬戸内海、北

部九州、壱岐、対馬、朝鮮半島にそれぞれ

もとめ、初年度である本年度は、基礎文献

資料収集、土器資料の実態把握、実地調査

等を実施した。

◆出土陶磁器の保存科学的研究―表面の光

学的物性変化と保存処理―

代表者・降幡順子 若手研究 (B)継続

本研究は、出土陶磁器の外観に係る、釉

薬の風化状態、光学的物性、保存修復処理

材料の関連性に関する基礎的研究をおこな

うことを目的とした。本年度は、簡便に処

置が可能な樹脂を選定し、それらの光学的

物性に関するデータの収集を主におこなっ

た。処置後の光学的物性変化についても測

定をおこなっているが、さらに釉薬表面の

状態に関する継続的な調査をおこなってい

く予定である。

◆ 5, 6世紀日朝交渉の考古学的研究

代表者・高田買太 着手研究 (B)継続

本年度は、1945年 度以降、現在までに報

告されている 5, 6世 紀朝鮮半島洛東江以

東地域で確認された日本列島系資料を抽出

し、データベースの作成をおこなった。古

墳時代の渡来文化や地域間交流に関するシ

ンポジウム (考古学研究会総会、日立歴史

博物館国際シンポジウムなど)に参加 し、

古墳時代の渡来文化の受容様相について発

表をおこなった。その際、洛束江以東地域

(い わゆる新羅地域)と 日本列島の交渉の

具体化に重点を置いた

◆東アジアの鉛釉陶器一考古資料にみる鉛

釉陶器生産と唐三彩の影響

代表者・神野恵 若手研究 (B)継続

本年度も引き続き河南省驚義市黄冶窯や

唐大明宮太液池などから出上した唐三彩の

資料整理を進めるとともに、今年度は台湾

歴史博物館と故宮博物院を訪れ、各博物館

が所蔵する唐三彩資料を実見した。また、

今年度は西大寺食堂院や平城宮東院地区な

どの発掘調査で奈良三彩、緑釉などの鉛釉

陶器が多量に出上したため、その整理作業

と平行して、これまでの調査で出土した鉛

釉陶器の調査研究を進めた。

2006年度の2月にリニューアルした台湾回立
故宮博物院

◆弥生・古墳時代における日韓墳墓出土鉄

製武器の比較研究

代表者・豊島直博 着手研究 (B)継続

研究 2年 目の今年度は、日本の古墳時代

前期の刀装具について論文をまとめ、ヤリ

の編年について学会で発表した。また、釜

山周辺の鉄製刀剣について広く資料調査を

おこない、 2～ 4世紀の韓国における刀剣

装具の変遷をほぼ把握できた。近年提唱さ

れている初期国家論では、鉄の流通の掌握

が国家形成に大きな役割を果たしたとされ

ている。その掌握は、鉄素材ではなく舶載

鉄製品からはじまったという展望をもつに

至った。

◆古代東アジアにおける木造塔の構造と意

匠に関する研究

代表者・箱崎和久 着手研究 (B)継続

中国江藤省蘇州に残る、塔身を盛造とし、

軒を木造 とするRI身 木権塔を 4塔実見 し

た。いずれも八角塔で、組物や内部架構を

木造とする塔もある。しかし、内部と外部

の構造的な連結はないようで、言わば塔身

と軒の構造が分離している。組物や架構の

うち、どこまでが構造的な面で木造塔を模

しているのか、塔身を薦造とする構造的な

自由度はどのあたりにあるのか、さらなる

検討が必要である。

◆古代中世の建築用語とその規格一造営史

料と建築部材の検討を通して一

代表者 。西田紀子 若手研究 (B)継続

古代中世の建築関連用語について、東寺

百合文書を中心に研究を進めている。昨年

度から継続して東寺百合文書所収の造営関

係史料から建築関連用語を収集し、データ

ベースに入力した。また、鳥取県三仏寺投

入堂、岡山県吉備津神社本殿など、古代中

世の寺院建築についても検討した。

◆飛鳥藤原出土木簡の資料的検討と官司運

営の復元

代表者・市大樹 若手研究 (B)新規

本研究は、飛鳥・藤原地域から近年出土

した木簡の資料的検討を進め、最終的には
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7世紀後半から8世紀初頭、すなわち律令

国家が形成される時期の官司運営の具体的

様相を探ることを目的とする。本年度は飛

鳥池・山田寺出土木簡の整理をおこない、

F飛鳥藤原京木簡―』をまとめた。また藤

原京跡出土木簡の検討を進め、木簡学会で

「大宝令施行直後の衛門府木簡群」と題す

る口頭発表をおこなった。

◆古代東アジアにおける火葬習俗の伝播に

関する基礎的研究

代表者・小田裕樹 着手研究 (B)新規

本研究は、日本古代の「火葬」の歴史的

意義を明らかにするため、東アジアにおけ

る火葬の位置づけとその伝播過程を明らか

にすることを目的とする。

研究初年度の今年度は、報告書の検索に

よるデータ集成に努めた。特に韓半島にお

ける火葬墓資料の集成を重点的に行った結

果、韓国においても近年の発掘調査による

火葬墓の調査事例が増加し、墳墓研究の蓄

積も始まりつつあることが分かった。

また、従来の研究成果および本研究の今

後の見通しについて、大韓民国国立慶州文

化財研究所において口頭発表をおこなっ

た。

◆日本中世の国際都市における都市空間の

展開過程に関する復元的研究

代表者 。清永洋平 着手研究 (B)新規

本研究は、日本の中世において国際交易

を担った都市の空間を復原的に探 り、その

都市空間の形態と意味を考察するものであ

る。初年度にあたる本年度では、堺、博多、

長崎の資料収集を進めると同時に、福江、

平戸、伊倉における唐人町の現地調査を実

施した。また、上記唐人町では近世期の都

市復原図の作成を通して、国内交易港と国

外交易港の形態と立地についての検討をお

こなった。

◆束アジアにおける文化遺産のオーセンテ

ィンティに関する比較研究

代表者・清水重敬 若手研究 (B)新規

本研究は、東アジアにおける不動産文化

遺産のオーセンティシティ (真実性)概念

を抽出し、比較して論ずるものである①本

年度は、韓国について、文化財保護黎明期

の様相を日本と比較分析し、中国に関して、

「原状 ((HistOAc Condiion)」 という概念が

文化遺産保護の根本概念となることを抽出

し、その歴史と現在について考察を加えた。

◆倉の立地から見た集君構造とその景観文

化 :群倉型集落を事例として

代表者・黒坂貴裕 着手研究 (B)新規

本研究は、倉を集落から離して集めて建

てる集落構造を持つ地域 (群倉型集落)を

調査することで、その構造および景観の成

立要因について考察する。このような集落

は山村・離島・半島に散見できることがあ

り、本年度は下北半島を中心に調査をおこ

なった。多くは特徴的な集落構造を観察で

き、今回は耕作地及び耕作形態との関わり

に注目した。

◆石造文化財と水に関する研究―溶出実験

から捉えた化学的風化―

代表者・脇谷革―郎 着手研究 (スタートア

ップ)新規

本研究は、屋外に露出展示される石造文

化財の劣化要因として化学的風化に着 目

し、石造文化財の劣化において水がおよぼ

す影響、および化学的風化に対する保存処

理法の有効性を検討するものである。

今年度はチリ国イースター島のモアイ石像

に用いられた石材を中心に、石材の溶脱試

験および強度試験を実施 した。その結果、

保存処理法の有効性は水のpHや温度によっ

て左右されることが示唆された。

◆島嶼環境におけるラピタ人の拡散・適応

戦略を探る考古学的研究

代表者・石村智 若手研究 (ス タートアップ)

新規

本研究は、約3000年前の南太平洋一帯に

存在した謎の海洋民族、ラピタ人の実体を

考古学的に解明し、さらにはヒトの島嶼環

境への拡散・適応過程を探ることで人類史

の一端を明らかにすることを目的とする。

平成18年度は、フィジー諸島共和国のボウ

レワ遺跡の出土資料の分析を進め、多くの

知見をえた。その成果の一部については、

米領サモアで開催された国際学会や、いく

つかの国際英文誌上で公表した。

◆中世寺院建築における意匠表現の日韓比

較研究一斗挟の表現方法を中心に―

代表者 。窪 ゴウン 特別研究員奨励費 継続

今年度は、昨年度におこなった中国・韓

団・日本寺院建築のうち詰組を有する建物

のリストアップ・図面整理作業から、特に

重層寺院建築に対象を絞り、その木構造と

斗供の表現比較を行った。その結果、韓国

寺院建築の重層木構造は繋梁の上に上層の

外側柱を立てる独特な手法を用いてお り、

四隅に `耳 高柱'と いう中国や日本では見

られないユニークな通柱を用いていること

が明確になった。斗棋 は日本禅宗様建築の

場合、中央間に 2具、脇間に 1具 と定型化

している反面、韓国の場合、不規則的でそ

こから生じる寸法の差は一般的に隅斗供の

肘木寸法で調整している。その意匠表現に

おいては日本の場合、非常に企画的なもの

であるのに対し韓国の場合、彩色を施し彫

刻を加えるなど、日本に比べ意匠面で斗棋

自体の占める割合が高いことが再確認でき

た。今後は今年度の研究対象以外の遺構を

中心に、引き続き比較をおこなう予定であ

る。

◆平城京跡出土こけら経の整理と保存にか

んする研究

代表者・山本 崇 鰯幅武学術文化振興財団歴

史学 。地理学助成 新規

本申請研究は、奈文研が保管する約9,500

点のこけら経など中世木簡について、報告

書刊行にむけた整理を本格化し保存方法の

検討を進めるとともに、仏教考古資料から

みた中世社会を考察せんとするものであ

る。今年度は、遺物全点の現状確認、モノ

クロ写真のデジタル化、遺物整理の基礎台

帳の作成を完了し、整理の済んだ地区の木

簡から釈読を開始した。また、今後の保管

方法を検討するために一部のこけら経の保

存処理を先行しておこなうとともに、全国

出土こけら経の情報蒐集、それとの比較検

討、伝統技術を用いた製作実験によるこけ

ら経の形態的特徴の検討などをおこなっ

た。

フィジー・ボウレワ遺跡出上のラピタ土器
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学会・研究会等の活動

◆埋蔵文化財写真技術研究会

2006年 7月 14～ 15日 に第18回総会および研究会をおこ

なった。

7月 14日 :総会 参加者112名 (含委任状)。 講演 参

加者91名 「古墳内部遠隔撮影の実際」 (井上直夫氏 ;研

究会副会長)

7月 15日 :報告 参加者108名 「白黒写真処理の実態」

(研究会白黒写真郡会)

報告 参加者108名 「業務に使用するデータ作成の実際」

(玉内公一 ;テ ィー・コア)公開講座 参加者101名 「展

覧品撮影・私の場合」 一日目は2006年 3月 に奈良文化

財研究所写真室が高槻市教育委員会からの依頼を受けて

おこなった闘鶏山古墳の内部遠隔撮影の報告を中心に高

槻市教育委員会高橋公一氏にも高槻市の古墳調査につい

て講演をいただいた。 2日 日は研究会に於いて白黒写真

処理について実態調査をおこなっている「白黒写真郡会」

から現状の報告をおこなった。 4回 日となった「私の場

合」は埋蔵文化財からは少し離れた「展覧品撮影」につ

いて名古屋市博物館の杉浦秀昭氏を司会者に宮内庁正倉

院事務所の北田仁司氏に宝物撮影の実際を報告いただい

た 。 (中本す一郎)

◆日本遺跡学会

2006年 度の日本遺跡学会大会を2006年 ■月25。 26日 に

平城宮跡資料館講堂で開催した。両日の参加者は会員・

一般合わせて120人余 りであった。一日目は総会の後、

西和彦氏 (文化庁)に「文化遺産の保護に関する国際協

力の現状と課題」、森本晋氏 (奈文研)に 「バーミヤー

ン遺跡保護に対する日本の取 り組み」と題してそれぞれ

特別講演をしていただいた。大会テーマを「遺跡整備に

おける植生環境の復元」としており、二日目は金原正明

氏 (奈良教育大学)の基調講演「遺跡整備における植生

環境の復元」と次の 5本の事例報告があり、討論を行っ

た。平塚幸人 (仙台市富沢遺跡保存館)「富沢遺跡の事

例」、青野友哉 (伊達市噴火湾文化研究所)「北黄金貝塚

における植生復元と活用」、岡田康博 (青森県教育庁 )

「特別史跡三内丸山遺跡における植生環境の復元整備」、

新東晃― (鹿児島県埋蔵文化財センター)「上野原遺跡

の植生環境の復元」、高瀬要― (奈文研)「平城宮跡東院

◆木簡学会研究集会

2006年 12月 2・ 3日 、第28回木簡学会総会・研究集会

を平城宮跡資料館講堂において開催した (参加者166名 )。

2日 は総会のあと、市大樹氏 (奈良文化財研究所)の研

究報告「大宝令施行直後の衛門府木簡群」があり、中務

省との関わりが指摘されている藤原京跡左京七条一坊西

南坪出上の木簡群について、衛門府の木簡群であるとす

る新知見が、初めてまとまった形で報告された。引き続

き浅野啓介氏 (奈良文化財研究所)「2006年全国出土の

木簡」により全国の木簡出土状況を概観した。 3日 は徳

島県観昔寺遺跡出土木簡について大橋育順 (側徳島県埋

蔵文化財センター)・ 和田率 (京都教育大学)両氏、滋

賀県西河原宮ノ内遺跡出土木簡について畑中央二 (激賀

県教育委員会)。 大橋信弥 (安土城考古博物館)両氏、

難波宮跡出土万葉仮名木簡について藤田幸夫氏 (熙犬阪

市文化財協会)の報告があった。また、西大寺食堂院跡

の井戸から出土した木簡群について、渡辺が報告した。

なお、『木簡研究』第28号 を刊行した (編集担当 :渡辺)。

(渡追晃宏)

◆条里制 。首代都市研究会

2007年 3月 3日 ・4日 の両日、第23回条里制・古代都

市研究会大会が、奈良文化財研究所平城宮跡資料館講堂

においておこなわれた。「地方官衛研究の現状と展望」

をテーマに、坂井秀弥氏「地方官衛遺跡の調査とその保

護一現状と課題一」、森公章氏「文献史料から見た郡家

の構造と機能」の 2本の基調となる報告がおこなわれた

後、福岡県小郡市 。小郡官行遺跡、福島県 。自河郡の郡

家遺跡、佐賀県・肥前国松浦郡の官行と主要交通路、愛

媛県松山市 。久米官行遺跡、静岡県藤枝市・御子ケ谷遺

跡、京都府城陽市 。正道官行遺跡に関する最新の調査研

究成果が報告された。 (山本崇 )

庭園の植栽復原」。 (内 田和伸)
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文化庁が実施する宮跡復原整備事業等
への指導・助言・協力等

0平城富跡の整備

特別史跡平城宮跡第一次大極殿復原事業

第一次大極殿復原事業について、文化庁および文部科

学省大臣官房文教施設企画部参事官付平城宮跡整備事務

所に対し、施行・監理業務に関する指導・助言をおこな

った。なお、大極殿は2007年 3月 現在、上層屋根下地の

工事中である。平成19年度からは、いよいよ瓦を葺き始

める予定である。

第一次大種殿正殿 (2007年 2月撮影)南西から

特別史跡平城富跡第一次大極殿地区復原整備に関す

る調査検討業務

文化庁か らの委託を受け、第一次大極殿が完成する

2010年 時における、大極殿院の暫定的な整備計画案の

作成をおこなった。計画策定にあたっては、平城宮跡

の将来計画を見据えて整備 をおこなう部分 と暫的的な

措置 とする部分の検討をおこないつつ、里道・水路の

取 り扱い、遺構保存、復原的地盤 と整備地盤の調整、

大極殿院活用上の導線計画、回廊の遺構表示方法およ

び囲障施設、大極殿院内の舗装手法、舗装にともなう

排水量計算および排水計画、防災施設計画、便益施設

計画等の検討をおこない、上記検討結果にもとづいて、

整備計画案を作成 した。

●高松塚古墳の発掘調査

文化庁から委託された国宝高松塚古墳壁画恒久保存対

策に伴う発掘調査。壁画が描かれた石室を解体可能な状

態に露出することを目的に、2006年 10月 2日 から墳丘の

築成状況や壁画の劣化原因の調査に着手 した。古墳は特

別史跡であるため、発掘範囲を極力小面積におさえる必

要があ り、作業者の安全と解体作業に最低限必要なスペ

ースを考慮 した上で、上下 2段掘 りの調査区を設定した。

上段調査区は南北7.2m、 東西 6mの規模で、墳頂下2.8m

まで掘 り下げ、そこに lm幅 のテラスを設け、石材を吊

り上げるためのレールクレーンを設置 した。また上段調

査区の周囲に室温 10° 湿度90%に環境制御可能な断熱覆

屋を建設し、その内部で下段調査区の調査をおこなった。

年度末までに下段調査区を2,lm掘 り下げて石室を露出さ

せ、石室の規模や構造、損傷状況などを明 らかにした。

墳丘は 3～ 5 cmの 厚さの版築を積み重ねて築かれている

が、その層理面でムシロロ状の痕跡や鴇 き棒痕跡を多数

検出し、斜面に版築を施す際の古代の土木工法を明らか

にすることができた。また版築層をつき破る多数の地割

れや亀裂を検出し、大規模地震による墳丘や石室の損傷

が、壁画の保存環境に影響を及ばしている事実を明らか

にした。12月 1・ 2日 に開催 した現地見学会には、地元

住民や研究者などと,950名 の見学者が訪れた。発掘調査は

4月 から始まる石室の解体作業と並行 して、次年度も継

続予定。

姿を現わした石室
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0キ トラ古墳の調査

キ トラ古墳出土遺物の調査

発掘調査によって石室内外から出土 した各種遺物に姑

して分析を進めた。

石室内壁面から剥落 した漆喰片は、成分分析及びプレ

パラー トによる断層観察をおこなった。また、盗掘によ

って破壊 された石室南壁の凝灰岩片についても、プレパ

ラー トの作成により産地推定の根拠を求めた。これらの

脆弱化 した凝灰岩片については、保存処理をおこなって

接合・検討を加えたところ、石室南壁の盗掘穴内で位置

が特定できる数点の接合資料が得られた。

石室内より出土 した大量の漆膜片は、実測図を作製 し

なが ら観察 したところ、棺の特徴をある程度推測できる

情報が得 られた。また、石室内には漆塗木棺のほかに、

木に直接黒漆 を塗った別の製品があったことも判明 し

た。他には土ごと切って取 り上げた石室床面資料の分析

もおこない、石室内での微細遺物の分布が判明した。こ

れら一連の調査成果については、本年度から発掘調査報

告書の作製作業を開始 し、来年度刊行 して公開する予定

である。

なお、今後の保存対策のため石室の形状を正確におさ

える必要があることから、石室内の 3D測量を実施 した。

発掘調査現地説明会

◆2006年 6月 30日 (金 )

平城第404次発掘調査 (西大寺旧境内)現場一般公開

都城発掘調査部史料研究室        馬場 基

参加者人数 :600名       調査面積 :1,762∬

◆2006年 9月 30日 (土 )

飛鳥藤原第 142・ 144次 (藤原富朝堂院第四堂)発掘調査

都城発掘調査部考古第三研究室     中川 あや

参加者人数 :515名      調査面積 :2,024∬

◆2006年 10月 フ日 (土 )

平城第404・ 410次発掘調査 (西大寺旧境内)

都城発掘調査部史料研究室       馬場  基

参加者人数 :900名       調査面積 :1,775∬

◆2006年 11月 14日 (火)～ 16日 (木 )

飛鳥寺講堂跡現場公開

都城発掘調査部            玉田 芳英

参加者人数 :2,077名      調査面積 :約55∬

◆2006年 12月 9日 (土 )

平城第401次発掘調査 (東院地区)

都城発掘調査部考古第一研究室     和田 一之輔

参加者人数 :445名

◆200フ年2月 11日 (日 )

調査面積 :1,771∬

飛鳥藤原第146次発掘調査 (甘樫丘東麓遺跡)現地見学会

都城発掘調査部遺構研究室       西田 紀子

参加者人数 :5,015名 調査面積 :916∬

◆2007年 3月 24日 (土 )

平城第406次発掘調査 (第二次大極殿院東方官衝地区)

都城発掘調査部遺構研究室

参加者人数 :450名

栗野  隆

調査面積 :1,296∬

◆2007年 3月 31日 (土 )

飛鳥藤原第145次 (石神遺跡第19次 )発掘調査

都城発掘調査部考古第二研究室     小田 裕樹

参加者人数 11,153名      調査面積 :VO∬

版築層に残るムンロロと協き棒の痕跡
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2研修・指導と教育

埋蔵文化財担当者研修と指導

文化財の保存・活用を推進 し、国民に対するサービ

スの向上を図るため、地方公共団体等の埋蔵文化財担

当職員の資質向上を目的とする研修を実施 している。

今年度は、一般研4笏 1課程、専門研修12課程の合計13

課程の研修を開催した。研4笏総日数129日 、研修生総数

182名であった。

また、埋蔵文化財センター及び各研究部では、要請

にしたがって地方公共団体や関係機関が実施する発掘

調査・遺物の保存・遺跡の保存・遺跡整備等に対 して

の指導・助言等の協力をおこなっている。2006年 度の

主なものの一覧を別表に掲げた。

このほか、文化庁、各公共団体、関係機関からの依

頼を受けて、発掘調査、動物遺存体の同定、年輸年代

測定、遺物の保存処理・分析等の受託研究もおこなった。

京都大学 (大学院)との連携教育

京都大学との連携教育では、客員として 6名が京都

大学大学院人間・環境学研究科共生文明学専攻一文化・

地域環境論講座の文化遺産学分野において、文化財調

査法論 2(山中敏史 `窪寺茂)、 環境考古学論 2(光

谷拓実上肥嫁隆保・松井章)、 文化遺産学演習 1(山中・

窪寺)、 文化遺産学演習 2(光谷・肥塚・松井)、 講

座リレー講義の文化・地域環境基礎論の分担 (松村恵司)

を担当した。

都城・寺院・地方官衛・集落遺跡論、年輪年代学、

保存科学、環境考古学などの講義・演習 。実習などを

おこない、この客員分野に所属する院生 (博士後期課

程10名、修士課程5名)を指導した。

奈良女子大学 (大学院)との連携教育

奈良女子大学大学院との連携教育では、大学院人間

文化研究科比較文化学専攻文化史論講座の客員教員と

して 3つの科目を担当し、博士後期課程の大学院生の

指導をおこなっている。すなわち、小林謙― (客員教授)

「日本考古学の諸問題」、次山淳 (客員助教授)「歴史考

古学特論」、渡辺晃宏 (客員教授)「歴史資料論」である。

いずれも、飛鳥地域、藤原宮・京跡、平城宮・京跡

など実地の遺跡とその発掘調査、及び瓦や土器、木製品、

木簡をはじめとする出土文字資料などの遺物の調査研

究に密着 した授業であり、大学における通常の授業で

は経験できない、奈文研ならではの特色ある教育を実

践する場となっている。

2006年度 日本各地の遺跡・建造物等に関する指導・協カー覧  (委員の委嘱を受1)ているもの)

(青森)三 内丸山遺跡               1     統酌建造物群 下之郷遺跡         |(広 島)府 中市備後国府跡

(岩∋  志波城跡 平泉遺跡辞           |(京 都)恭仁宮跡 井手町内遺跡 恵解山古墳 京都 |(岡 山)鬼城山 第二次山陽遺跡 備中松山城跡 美

(秋田)森 吉山ダム地内遺跡群 府近イ新日風庭築 高麗寺跡 大覚寺     1     作国分寺跡

(宮城)多 賀城跡 亘理町三十三間堂官街遺跡    |(大 阪)堺市史跡土塔 新堂廃寺等 百済寺跡 間鶏 |(山 口)下 関市史跡

(福島)宮 嗣遺跡 根岸官衝遺跡群         1     山古墳                  |(徳 島)脇町市衡地景観整備 阿波国分寺庭園 阿波

(栃木)馬 屋久保遺跡 上和主・茂原官衝遺跡    |(兵 庫)赤穂城跡 篠山城跡 法隆寺領播磨国鵬荘史 1    国分尼寺跡

(茨城)常 陸国街跡 水戸市鵬 跡 新宮宮内遺跡 茶すり山古墳 姫路城石 |(剖ID 宗吉瓦窯跡 丸亀城跡 快天山古墳 屋嶋城

(新潟)佐 渡金銀山遺跡 垣整備 但馬国分寺跡・山名氏城跡 田淵氏 1    跡

(福井)史 跡王山古墳群・兜山古墳 福井県朝倉氏遺 1     庭園 (愛媛)宇 和島城跡 久米官衡遺跡群

跡 国吉城趾史跡公園等          |(奈 良)旧大乗院庭国 藤ノ木古墳 平城京左京三条 |(福 岡)大宰府史跡 下高橋官行遺跡 鴻瞳館跡 三

(富山)王 塚・千坊山遺跡辞 二坊宮跡庭国 中宮寺跡 橿原市今井町伝統 1    雲遺跡等

(岐阜)長 塚古墳 弥勒寺週膝辞 美濃国分寺跡   1    的建造物群保存地区 尼寺廃寺跡 大安寺旧 |(佐 賀)名護屋城跡並びに陣跡 天狗谷窯跡 大川内

(静岡)新 居関跡 興国寺城跡 長浜城跡 横須賀城 1    境内 大宇陀町伝統的建造物保存地区 市尾 1    鍋島窯跡 東名遺動辞

跡・高天神城跡 遠江国分寺跡       1     墓山古墳 宇陀市松山地区伝統的建造物群  |(長崎)原 の辻遺跡 庵島海底遺跡 旧円融寺庭園

(愛知)名 古屋城跡 正法寺古墳          |(鳥 取)妻木晩田遺跡 伯者古代の丘 栃本廃寺跡  |(大分)横尾遺跡

(二重)上 野城跡 天白遺跡 久留倍遺跡 伊勢国府 1     青谷上寺地遺跡

跡・伊勢国分寺跡             |(島 恨)石 見銀山遺跡 松江城 山城郷北新造院跡

(滋賀)近 江国庁跡 安土城跡 彦根城跡 大津市伝 1     出雲国府跡

(割奇) 日向国分寺跡 本野原遺跡
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2006年度 埋蔵文化財担当者研修課程一覧

区分 課  程 実施期日 定 員 対 象 内 容 担  当 室 研修日数申込者務受講者勤

一
般

研
修

遺物観察
調査課程

9月 4日

を
9月 29日

16名

地方公共団体の埋蔵文化
財担当職員若しくはこれに

準ずる者で、発掘調査の経
験が十分でない者

各種の遺物調査に必要な基
礎的IIIFヨと技術の研修

遺跡調査技術研究室 26日 14名 14名

専

研

修

掘立柱建物・

礎石建物
遺構調査課程

5月 15日
?

5月 19日
12名

各地域の中核となる地方
公共団体の埋蔵文化財担
当職員若しくはこれに準ず
る者

古代を中心とした掘立柱建
物・礎石建物の調査研究に
必要な専門的知誰 ↓支術の

酬 歩

遺跡整備研究室 5日 20名 20弯彗

保存科学I

(無機質遺物 )

課程

5月 30日
?

6月 7日
10名

遺物・遺構の保存科学的な
調査法および保存修復修理
に関する基礎知三推 技術の

習得を目指す研修

保存修復科学研究室 9日 13名 13名

保存科学Ⅱ
(有機質遺物 )

課程

6月 7日
t

6月 15日
10名

遺物・遺構の保存科学的な
調査法および保存修復修理
に関する基礎知識と技術の

習得を目指す研修

4用団鉤 究室 9日 11名 11名

文化財写真I

(基礎)課程

7月 10日

ど

7月 26日
10名

埋蔵文化財の写真撮影等
に関して必要な基礎的知識
と蜘 多

写真室 17日 12名 11名

文化財写真Ⅱ
(応用)課程

7月 26日
ぞ

8月 9日

10名

埋蔵文化財の写真撮影等
に関して必要な専門的知識
とわ題内炒功馴帥歩

写真室 15日 6名 6名

遺跡地図
情報課程

10月 24日
ど

10月 27日
10名

埋蔵文化財の調査研究ヘ

のGISの応用に関する基礎
的知識の研修

文化財情報研究室 4日 16名 16名

自然科学的
年代決定法課程

11月 14日
!

11月 17日
10名

自然科学的手法による年代
測定に関する基礎的知識の

帥 歩
年代学研究室 4日 10名 10名

古代集落遺跡
調査課程

11月 27日
ぞ

12月 1日

12名

古代集落遺跡の調査研究
に関して必要な専門的知識
掛却M晰潮歩

遺跡整備研究室 5日 12名 12名

中近世城郭
調査課程

12月 12日

?

12月 19日

16名

中近世城郭遺跡の調査・修
復に必要な専門的知講た技
脚 歩

景観研究室 8日 22名 224ζ

報告書作成課程
1月 10日

?

1月 19日

20埼彗

見やすく読みやすい報告書
の作り方と、図録・学術誌編
集の基礎に関する研修

企画調整室 10日 21名 20名

古代陶磁器
調査課程

2月 1日

ぞ

2月 9日

16名

古代遺跡出土中国。日本陶
磁器の調査研究に関して必
要な専門的知譜と技術の研
4歩

都城発掘調査部 9日 12名 12名

環境考古学
(生物編)課程

2月 21日
ぞ

2月 28日
12名

遺跡の発掘において、第四

紀学の成果を用いて過去の

自然環境雛 定復原する方
蜘

環境考古学研究室 8日 16名 15名
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3展示と公開

飛鳥資料館の展示

◆春期特別展示「キトラ古墳と発掘された壁画たち」

平成18年 4月 14日～6月 25日

キ トラ古墳では保存状態が危惧される壁画を取 り外

して録存修復する試みが続けられている。今回はその

うち、保存修復が一段落した「白虎」を、 5月 12日 か

ら28日 までの17日 間、飛鳥資料館で特別公開すること

が決定された。これに合わせて春期特別展示として、

キ トラ古墳の壁画についての特別展示を企画した。

◆秋期特別展示「飛鳥の金エ ー海獣葡萄鏡の諸相―」

平成18年 10月 14日～11月 26日

高松塚古墳の解体に向けての調査がおこなわれてい

る本年度、当館では東アジア金工の調査の一環として、

高松塚古墳出土海獣葡萄鏡の類例調査をおこなってき

た。本年度秋期特別展示ではその調査の成果と合わせ

て、海獣葡萄鏡の同型鏡を展示し、壁画古墳の出土品

のあり方についての展示をおこなった。

◆夏期企画展示「東アジアの十二支像」

平成18年8月 1日～9月 3日

当館では近年話題となっている壁画古墳の研究を行

い展示に反映している。今回はキトラ古墳の壁画に描

かれて話題となった獣頭人身像の十二支にちなんで、

中国・朝鮮半島を中心とする十二支像の変遷を取り上

げた展示をおこなった。

◆冬期企画展示「発掘調査速報展」

平成19年 1月 16日～2月 25日

飛鳥地方では毎年多 くの発掘調査がおこなわれ、多

大な成果が報 じられている。近年こうした考古学的発

見に対する国民の関心が高まると共に、飛鳥地方にお

けるこうした考古学的新発見をまとめて知ることので

きる展示の必要性が高まってきている。本年から奈良

県、明日香村、高取町と協力し、飛鳥地方を中心とす

る考古学新発見を取り上げた企画展示を、毎年 1回行

うことになった。本年はその第一回目として、カヅマ

山古墳出土品や雷丘遺跡の調査成果などを展示した。

平娩富跡資料館の展示

通年の常設展示のほかに、以下のようなパネル展、

速報展を実施した。

◆パネル展「日中共同 唐長安城大明宮太液池の発掘調査」

2006年 5月 2フ国～12月 2フ日

中国社会科学院考古研究所 と奈良文化財研究所が共

同で進めている発掘調査の成果を写真パネル (約304)

で紹介 したもの。大明宮太波池の共同研究は、2001年

度から継続 しておこなっている国際交流事業で、広大

な太液池の状況、発掘遺構写真、実物大の石製欄干 (長

さ66cm)ほか、日中共同の調査風景、農具を利用 し

た中国独特の発掘調査用具などの写真もあわせて展示

し、観覧者の興味を引いた。

◆速報展「奈良の都を掘る一発掘成果展平城2006-」

2006年 10月 31日 ～ 12月 27日

都城発掘調査部が2005年度に実施した平城宮・平城

京の発掘調査の成果を紹介したもの。平城宮では、中

央区朝堂院 (平城第389次 )、 朝集殿院 (平城394次 )、 平

城京では、旧大乗院庭園 (平城390次)な どの写真パ

ネル、調査図面、出土遺物約30点を展示 した。

中央区朝堂院では、主要な軒瓦のセット、貨幣「富

壽神賓」、墨書土器、朝集殿院では軒瓦セット、旧大

乗院庭園では、江戸時代の赤膚焼きなど、現地説明会

で公表された遺物に再会 し、また、その後の調査や、

整理過程でみいだされた新情報の展示は好評であった。

◆速報展「西大寺食堂院の井戸」

2006年 11月 21日～2007年 5月 16日

都城発掘調査部が実施した西大寺食堂院の井戸から

発掘出土した木簡、本製品、種子、土器などを速報展

示したもの。一辺2.4mに も達する巨大井戸の井戸枠

の原寸大写真は観覧者の目をうばった。現地での発掘

用途別床面積 (飛鳥資料館)

用 途 名 面積 (〆 )

展示部門
展示施設 976.0

収蔵庫等 620.0

管理部門
研究室 125,0

事務室等 619.0

共通・サービス部門 。その他 2,041.3

合  計 4,381.3
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調査の終了後、室内でおこなわれている出土遺物整

理の成果の一部を展示 した。

展示遺物は約30点、特に食材名を記 した木簡 (展

示期間限定)や種子などの食材関係の実物の展示は、

現地説明会以後の成果として好評を博 した。

解説ボランティア事業

平城宮跡を訪れる来訪者等に平城宮跡資料館、遺構

展示館、復原建物等の案内・解説をおこなう「平城宮

跡解説ボランティア」事業を1999年10月 から実施して

いる。

掛7年 4月 1日 現在137名 (1期生48名、 2期生20名、

3期生39名、 4期生30名)の解説ボランティアが登録、

2006年度 平城富跡解説ボランティア活動状況

図書資料・データベースの公開

図書資料室では、文化財資料のナショナルセンター

となるべ く、歴史・考古学分野を中心に図書及び写真

資料を収集している。所外の研究者および一般の方々

に図書資料室を公開し、図書資料の閲覧・複写サービ

スをおこなっている。

図書・写真資料 (2007年3月 31日現在)

図書 :265,982冊

1日 当り7～ 10名が休館日を除く毎日、平城宮跡資料館、

遺構展示館、東院庭園、朱雀門、大極殿工事現場の公

開施設を拠点に活動している。

2006年度は、廷べ 9万 8千有余名を解説、各人概ね

月 2～ 3日 の活動状況である。この解説ボランティア

事業は、文化庁の「文化ボランティア通信」をはじめ

マスコミ、奈良県のHP、 観光情報誌等にも何度も採

り上げられ、来訪者からお礼の手紙が寄せられている。

また、平城宮跡での熟達した高度な文化解説は、好

評を得てお り、ボランティアの熱心な学習意欲と熱意

により、「ボランティアだより」などを作成している。

研究所としては、解説ボランティア活動を積極的に

支援するため活動着の配布、研究所員を交えた意見交

換会を実施し、さらに研修会、学習会および、遺跡見

学会の実施、解説資料や刊行物の提供をおこなっている。

本研究所では、文化財情報の電子化をおこなうとと

もに公開用の文化財関係データベースの作成を継続的

に実施 してお り、そのほとんどをインターネット経由

で公開している。

公開データベースー覧

木簡データベース

木簡画像データベース [木簡字典]

全国木簡出土遺跡・報告書データベース

軒瓦データベース

遺跡データベース

地方官衛関係遺跡データベース

官行関係遺跡整備データベース

斜面保護データベース

発掘庭園データベース

Archaeo10gically Excavated」apanese Gardens

所蔵図書データベース

報告書抄録データベース

薬師寺典籍文書データベース

学術情報リポジトリ

ア
数

ヵ
者

力
動

ボ
活

解 説 の べ 人 数

団  体

個  人 計
学  生 一  般

3,101 32,429 22,795 43,731 98,955

単位 :冊

区 分 種 別 購  入 寄 贈 計

2006年度

和漢書 1,857 10,471 12,328

洋書 118 166

累 計

和漢書 76,605 178,757 255,362

洋 書 6,572 4,048 10,620

隻語」真 :865,222ナ魚
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4その他

4その他

刊行物

奈良文化財研究所学報

第 1冊 仏師逗慶の研究 (1954)

第 2冊 修学院離宮の復原的研究 (1954)

第 3冊 文化史論叢 (1955)

第 4冊 奈貞時代僧房の研究 (1956)

第 5冊 飛鳥寺発掘調査報告 (1957)

第 6冊 中世庭園文化史 (1958)

第 7冊 興福寺食堂発掘調査報告 (1958)

第 8冊 文化財論叢 I(1959)

第 9冊 ナ|1原寺発掘調査報告 (1959)

第10冊 平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発掘

調査報告 (1960)

第■冊 院の御所 と御堂 一院家建築の研究 ―(1961

第12冊 巧匠阿弥陀仏快慶 (1962)

第13冊 寝殿造系庭園の立地的考察 (1962)

第14冊 唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に関する

研究 (1962)

第15冊 平城宮発掘調査報告 Ⅱ

官衛地域の調査 (1962)

第16冊 平城宮発掘調査報告Ⅲ

内裏地域の調査 (1963)

第17冊 平城宮発掘調査報告Ⅳ

官衡地域の調査 (1965)

第18冊 刻ヽ堀遠州の作事 (1965)

第19冊 藤原氏の氏家とその院家 (1967)

第20冊 名物烈の成立 (1969)

第21冊 研究論集 I(1971)

第22冊 研究論集 Ⅱ(1973)

第23冊 平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条三坊の調査 (1974)

第24冊 高山 一町並調査報告 ― (1974)

第25冊 平城京左京三条二坊 (1975)

第26冊 平城宮発掘調査報告Ⅶ

内裏北外郭の調査 (1975)

第27冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告 I(1975)

第28冊 研究論集Ⅲ(1975)

第29冊 木曽奈良井 一町並調査報告―(1975)

第30冊 五條 ―町並調査の記録一(1976)

第34冊

第35冊

第36冊

第37冊

第38冊

第39冊

第40冊

第31冊 飛鳥・藤原宮発掘調査報告 Ⅱ(1977)

第32冊 研究論集Ⅳ(1977)

第33冊 イタリア中部の一山岳集落における民家調査

幸R宴子(1977)

平城宮発掘調査報告Ⅸ

宮城門 。大垣の調査 (1977)

研究論集 V(1978)

平城宮整備調査報告 I(1978)

飛鳥 。藤原宮発掘調査報告Ⅲ(1979)

研究論集Ⅵ (1979)

平城宮発掘調査報告 X

古墳時代 I(1980)

平城宮発掘調査報告 XI

第一次大極殿地域の調査 (1981)

第41冊 研究論集Ⅶ (1984)

第42冊 平城宮発掘調査報告 XⅡ

馬寮地域の調査 (1984)

第43冊 日本における近世民家 (農家)の系統的発展

(1984)

第44冊 平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告 (1985)

第45冊 薬師寺発掘調査報告 (1986)

第46冊 平城京右京入条一坊十三・十四坪発掘

調査報告書 (1988)

第47冊 研究論集Ⅷ (1988)

第48冊 年輪に歴史を読む

一日本における古年輪学の成立―(1990)

第49冊 研究論集Ⅸ (1990)

第50冊 平城宮跡発掘調査報告書 XⅢ

内裏の調査 Ⅱ(1990)

第51冊 平城宮跡発掘調査報告書XⅣ

平城宮第二次大極殿院の調査 (1992)

第52冊 西隆寺発掘調査報告書 (1992)

第53冊 平城宮朱雀門の復原的研究 (1993)

第54冊 平城京左京二条二坊 。三条二坊 一長屋王邸・

藤原麻呂邸―発掘調査報告 (1994)

第55冊 飛`島
・藤原宮発掘調査報告Ⅳ

―飛鳥水落遺跡の調査 ― (1994)

第56冊 平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘

調査報告 (1997)

第57冊 日本の信仰遺跡 (1998)

第58冊 研究論集 X(1999)
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第59冊 中世瓦の研究 (1999)

第60冊 研究論集� (1999)

第61冊 研究論集� (2000)

第62冊 史跡頭塔発掘調査報告 (2000)

第63冊 山田寺発掘調査報告 (2001)

第64冊 研究論集� (2001)

第65冊 文化財論叢Ⅲ 奈良文化財研究所

創立五十周年記念論文集 (2002)

第66冊 研究論集�爪2002)

第67冊 平城京左京二条二坊十四坪発掘調査報告

旧石器時代編 [法華寺南遺跡](2002)

第68冊 吉備池廃寺発掘調査報告

百済大寺跡の調査 (2002)

第69冊 平城宮発掘調査報告る/

東院庭園地区の調査 (2002)

第70冊 平城宮発掘調査報告�I

兵部省地区の調査 (2004)

第71冊 飛鳥池遺跡発掘調査報告 (2004)

第72冊 奈良山発掘調査報告I

石のカラト古墳・音乗谷古墳の調査 (2004)

第73冊 タニ窯跡A6号窯跡発掘調査報告書 (2004)

第74冊 古代庭園研究I(2005)

第75冊  中国古代の銅剣 (2006)

第76冊 法隆寺若草伽藍跡発掘調査報告

奈良文化財研究所史料

第1冊 南無阿弥陀仏作善集 (複製)(1954)

第2冊 西大寺叡尊伝記集成 (1955)

第3冊 仁和寺史料 寺誌編 1(1963)

第4冊 俊乗坊重源史料集成 (1964)

第5冊 平城宮木簡 1 図版

(平城宮発掘調査報告V)(1966)

別冊 平城宮木簡 1 解説

(平城宮発掘調査報告V)(1969)

第6冊 仁和寺史料 寺誌編 2(1967)

第7冊 唐招提寺史料I(1970)

第8冊 平城宮木簡 2 図版

(平城宮発掘調査報告Ⅷ)(1974)

別冊 平城宮木簡 2 解説

(平城宮発掘調査報告Ⅷ)(1975)

第9冊 日本美術院彫刻等修理記録 I(1974)

第10冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ(1975)

第11冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ(1976)

第12冊 藤原宮木簡 1 図版 。解説 (1977)

第13冊 日本美術院彫刻等4多理記録Ⅳ (1977)

第14冊 日本美術院彫刻等修理記録 V(1978)

第15冊 東大寺文書目録第 1巻 (1978)

第16冊 日本美術院彫刻等4多理記録Ⅵ (1979)

第17冊 平城宮木簡 3 図版・解説 (1979)

第18冊 藤原宮木簡 2 図版・解説 (1979)

第19冊 東大寺文書目録第 2巻 (1979)

第20冊 日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ(1980)

第21冊 東大寺文書 目録第 3巻 (1980)

第22冊 七大寺巡礼私記 (1981)

第23冊 東大寺文書目録第 4巻 (1981)

第24冊 東大寺文書目録第 5巻 (1982)

第25冊 平城宮出土墨書土器集成I(1982)

第26冊 東大寺文書目録第 6巻 (1983)

第27冊 木器集成図録一近畿古代編―(1984)

第28冊 平城宮木簡 4 図版・解説 (1985)

第29冊 興福寺典籍文書目録第 1巻 (1985)

第30冊 山内清男考古資料I(1988)

第31冊 平城宮出土墨書土器集成Ⅱ(1988)

第32冊 山内清男考古資料 2(1989)

第33冊 山内清男考古資料 3(1991)

第34冊 山内清男考古資料 4(1991)

第35冊 山内清男考古資料 5(1991)

第36冊 木器集成図録一近畿原始編―(1992)

第37冊 梵鐘実測図集成 (上 )(1992)

第38冊 梵鐘実測図集成 (下 )(1993)

第39冊 山内清男考古資料 6(1993)

第40冊 山田寺出土建築部材集成 (1994)

第41冊 平城京木簡 1(1994)

第42冊 平城宮木簡 5(1995)

第43冊 山内清男考古資料 7(1995)

第44冊 興福寺典籍文書 目録第 2巻 (1995)

第45冊 北浦定政関係資料 (1996)

第46冊 山内清男考古資料 8(1996)

第47冊 】ヒ魏洛陽永寧寺 (1997)

第48冊 発掘庭園資料 (1997)

第49冊 山内清男考古資料 9(1997)

第50冊 山内清男考古資料10(1998)

53



第51冊 山内清男考古資料11(1999)

第52冊 地域文化財の保存修復 考え方と方法 (1999)

第53冊 平城京木簡 2 長屋王家木簡 2(2000)

第54冊 山内清男考古資料12(2000)

第55冊 法隆寺古絵図集 (2001)

第56冊 法隆寺考古資料 (2001)

第57冊 日中古代都城図録 (2002)

第58冊 山内清男考古資料13(2002)

第59冊 平城宮出土墨書土器集成Ⅲ(2002)

第60冊 平城京条坊総合地図 (2002)

第61冊 摯義黄冶唐三彩 (2002)

第62冊 】ヒ浦定政関係資料 松の落ち葉 (2002)

第63冊 平城宮木簡 6(2003)

第64冊 平城京出土古代官銭集成I(2003)

第65冊 耳ヒ浦定政関係資料 松の落ち葉二 (2003)

第66冊 山内清男考古資料14(2003)

第67冊 興福寺典籍文書目録第 3巻 (2003)

第68冊 古代東アジアの金属製容器I中 国編 (2003)

第69冊 平城京漆紙文書 (― )(2004)

第70冊 山内清男考古資料15(2004)

第71冊 古代東アジアの金属製容器 Ⅱ

朝鮮 。日本編 (2004)

第72冊 畿内産土師器集成西日本編 (2004)

第73冊 責冶唐三彩窯の考古新発見 (2005)

第74冊 山内清男考古資料16(2005)

第75冊 平城京木簡 3 二条大路木簡 1(2005)

第76冊 評制下荷札木簡集成 (2005)

第77冊 平城京出土陶硯集成I(2005)

第78冊 黒草紙。新黒双紙 (2006)

第79冊 飛鳥藤原京木簡一 一飛鳥池・山田寺木簡―

(図版編)(2006)

第79冊 飛鳥藤原京木簡一 一飛鳥池・山田寺木簡―

(解説編)(2006)

第80冊 平城京出土陶硯集成Ⅱ(2006)

奈良文化財研究所基準資料

第1冊 瓦編 1 解説 (1973)

第2冊 瓦編 2 解説 (1974)

第3冊 瓦編 3 解説 (1975)

第4冊 瓦編 4 解説 (1976)

第5冊 瓦編 5 解説 (1976)

第6冊 瓦編 6 解説 (1978)

第7冊 瓦編 7 解説 (1979)

第8冊 瓦編 8 解説 (1980)

第9冊 瓦編 9 解説 (1983)

飛鳥資料館図録

第1冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏 (1976)

第2冊 飛鳥白鳳の在銘金銅仏 銘文篇 (1976)

第3冊 日本古代の墓誌 (1977)

第4冊 日本古代の墓誌 銘文篇 (1978)

第5冊 古代の誕生仏 (1978)

第6冊 飛鳥時代の古墳

一高松塚とその周辺―(1979)

第7冊 日本古代の鴫尾 (1980)

第8冊 山田寺展 (1981)

第9冊 高松塚拾年 (1982)

第10冊 渡来人の寺―桧隈寺と坂田寺―(1983)

第11冊 飛鳥の水時計 (1983)

第12冊 月ヽ建築の世界一埴輪から瓦塔まで―(1983)

第13冊 藤原一半世紀にわたる調査と研究―(1984)

第14冊 日本と韓国の塑像 (1985)

第15冊 飛′島寺 (1985)

第16冊 飛鳥の石造物 (1986)

第17冊 萬葉乃衣食住 (1987)

第18冊 壬申の乱 (1987)

第19冊 古墳を科学する (1988)

第20冊 聖徳太子の世界 (1988)

第21冊 仏舎利埋納 (1989)

第22冊 法隆寺金堂壁画飛天 (1989)

第23冊 日本書紀を掘る(1990)

第24冊 飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察 (1991)

第25冊 飛鳥の源流 (1991)

第26冊 飛鳥の工房 (1992)

第27冊 古代の形 (1994)

第28冊 蘇我三代 (1995)

第29冊 斉明紀 (1996)

第30冊 遺跡を測る (1997)

第31冊 それからの飛鳥 (1998)

第32冊 UTAMAKURA(1998)
第33冊 幻のおおでら一百済大寺 (1998)

第34冊 鏡を作る 海獣葡萄境を中心として (1999)
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第35冊 あすかの石造物 (1999)

第36冊 飛鳥池遺跡 (2000)

第37冊 追跡を探る (2001)

第38冊 `あすか―以前'(2002)

第39冊 AOの記憶 (2002)

第40冊 古年輸 (2003)

第41冊 飛鳥の湯屋 (2003)

第42冊 古代の梵鐘 (2004)

第43冊 飛鳥の奥津城

―キ トラ・カラ ト・マルコ・高松塚 (2004)

第44冊 東アジアの古代苑池 (2005)

第45冊 キ トラ古墳 と発掘された壁画たち (2005)

飛鳥資料館カタログ

第1冊 仏教伝来飛鳥への道 (1975)

第2冊 飛鳥の寺院遺跡 1-最近の出土品 (1975)

第3冊 飛鳥の仏像 (1978)

第4冊 桜井の仏像 (1979)

第5冊 高取の仏像 (1980)

第6冊 橿原の仏像 (1981)

第7冊 飛鳥の王陵 (1982)

第8冊 大官大寺一飛鳥最大の寺―(1985)

第9冊 高松塚の新研究 (1992)

第10冊 飛鳥の一と一最近の調査から―(1994)

第11冊 山田寺 (1997)

第12冊 山田寺東回廊再現 (1997)

第13冊 飛鳥のイメージ(2001)

第14冊 古墳を飾る (2005)

第15冊 うずもれた古文書 (2005)

第16冊 飛鳥の金エー海獣葡萄鏡の諸相―(2006)

第17冊 飛`鳥
の考古学2006(2006)

その他の刊行物 (2006年度)

奈良文化財研究所紀要2006

奈文研ニュースNo.21

奈文研ニュースNo.22

奈文研ニュースNo.23

奈文研ニュースNo.24

埋蔵文化財ニュース126

埋蔵文化財ニュース127

埋蔵文化財ニュース128

埋蔵文化財ニュース129

郡衛周辺寺院の研究

在地社会と仏教

西大寺食堂院 。右京北辺発掘調査報告

重要文化財堀内家住宅保存活用計画調査報告書

動物考古学の手引き (英語版)

ベ トナム社会主義共和国ハタイ省 ドウオンラム村集落

調査報告書

飛`鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報20

重要文化財建造物現状変更説明1971～ 1973(本文編 )

重要文化財建造物現状変更説明1971～ 1973(図版編)

国宝・重要文化財建造物写真乾板目録Ⅳ

研究図録海獣葡萄鏡 (飛′鳥資料館研究図録No.9)

日中共同 唐大明宮太液池の発掘調査

奈良の都を掘る 発掘成果展平城2006

西大寺食堂院の井戸
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人事異動 に0064.卜200フ .3.31)

●2006年 4月 1日 付け

管理部管理課長

管理部文化財情報課長

管理部管理課長補佐

管理部管理課長補佐

管理部業務課施設係長

管理部管理課会計係

管理部業務課研修。事業係

企画調整部長

文化遺産部長

都城発掘調査部長

都城発掘調査部副部長

埋蔵文化財センター長

企画調整部企画調整室長

企画調整部文化財情報研究室長

企画調整部国際遺跡研究室長

企画調整部展示企画室長

兼・飛J鳥資料館学芸室長

企画調整部上席研究員

文化遺産部遺跡整備研究室長

都城発掘調査部考古第一研究室長

都城発掘調査部考古第二研究室長

都城発掘調査部考古第三研究室長

都城発掘調査部史料研究室長

都城発掘調査部遺構研究室長

都城発掘調査部上席研究員

都城発掘調査部上席研究員

都城発掘調査部上席研究員

埋蔵文化財センター遺跡・調査技術研究室長

企画調整部主任研究員

兼・飛鳥資料館学芸室

文化遺産部主任研究員

都城発掘調査部主任研究員

企画調整部国際遺跡研究室

企画調整部企画展示室

莱・飛鳥資料館学芸室

都城発掘調査部考古第一研究室

都城発掘調査部考古第二研究室

都城発掘調査部考古第三研究室

都城発掘調査部史料研究室

埋蔵文化財センター遺跡・調査技術研究室

埋蔵文化財センター特別研究員

文化庁記念物課

大学入試センター管理部管理課長

京都大学人事企画部職員課専門職員

京都大学地球環境学生学術・管理掛長

大阪大学歯学研究科総務部経理掛主任

大阪大学財務部資金管理課契約掛主任

●2006年 5月 1日 付け

都城発掘調査部特別研究員

都城発掘調査部特別研究員

都城発掘調査部特別研究員

02006年 7月 1日 付け

企画調整部特別研究員

●2006年 7月 31日 付け

辞職

02006年 10月 1日 付け

都城発掘調査部特別研究員

●2007年 3月 31日 付け

定年退職

定年退職

辞職

石坪 辰男

山田 耕一

藤田  徹

山本  博

久保 慶史

延原 由紀

井手 真二

岡村 道雄

高瀬 要一

川越 俊一

巽 淳一郎

安田龍太郎

小林 謙一

森本  晋

井上 和人

杉山  洋

千田 剛道

山中 敏史

松村 恵司

西口 壽生

山崎 信二

渡追 晃宏

島田 敏男

小池 伸彦

深澤 芳樹

村上  隆

小澤  毅

加藤 真二

内田 和伸

玉田 芳英

石村  智

清永 洋平

豊島 直博

神野  恵

高田 貫太

浅野 啓介

金田 明大

脇谷草一郎

渡辺 丈彦

花崎 仁敬

北  幸史

吉田 善弘

松好 克彦

中粉 義政

渡部圭一郎

関広 尚世

廣瀬  覚

脇谷草一郎

渡部圭一郎

石田由紀子

川越 俊一

出口小太郎

高橋 克壽
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予算等

予算 (予定額)

土地と建物

科学研究費補助金にoo7年 5月 1日現在)

受託調査研究

単位 :千 円

単位 :千 円

千 円単 位

2006年 度 2007年 度 (予定額 )

文部科学省からの運営費交付金 (人件費を除く) 1,004,301 987,620

施設整備費 0 26,250

自己収入 (入場料等 ) 28,755 29,042

計 1,033,056 1,042,912

土  地 建 物 (建面積/延面積 ) 建 築 年

本館地区 8,86013 2,754.25/6,754.86 1964年イ也

平城宮跡資料館地区 ※ 10,630,53/16,149,67 1970年イ也

都城発掘調査部 (飛鳥・藤原地区 ) 20,515.03 6016.41/9,477.43 1988年イ也

飛鳥資料館地区 17.092.93 2657.30/4,403.50 1974年イ也

※平城宮跡資料館地区の土地は文化庁所属の固有地を無償使用

研 究 種 目
2006年 度 (参 考)2007年 度

件 数 金  額 件 数 金  額

特定領域研究 1 5,900 0

特別研究促進費 0 1 5,800

基盤研究 (S) 1 17.290 〕 21,060

基盤研究 ω 4 36,530 3 46,410

基盤研究 (B) 7 35,260 6 31,200

基盤研究 (C) 7 5.200 4 7,930

着手研究 (B) 8,900 12 10,200

若手研究 (ス タートアップ) 2 2,600 2 2,500

特別研究員奨励費 1 1,200 I 1,100

研究公開促進費 (学術図書 ) 0 I 4,100

区 分
2005年 度 2006年 度

件 数 金  額 件 数 金  額

研  究 19 63,440 62,174

発  掘 10 57,071 5 52,368

計 29 120.511 22 114,542
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職員一覧 (独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所)

宮埋部長
西村博美

企画調整部長
岡村道雄

寛 ヒ離 言限
高瀬要一

都城発掘調査部長
[藤 ]巽淳―郎

副音日長
[平]山崎信二

埋蔵文化財センター長
安田龍太郎

紺 封 汗簑

考古第二研究室長

考古第三研究室長

史料研究室長

遺構研究室長

[藤]掛Ⅲ↓恵司―――

[平]西 EI壽生―――

[平]深浮芳樹一――

[平]渡遷晃宏―――

[平]島 田敏男―――

就I

鯉 燕

― ―

一
隷 純

石坪辰男      藤田 徹
山本 博

業務課長

一

課長補佐
佐藤敏明      今西康益

覚 岡 朦翻韻 ――
山田耕一

庶務係長 一―― 係員
(兼 )藤田 徹   廷原由紀

会計係長
浅井久敬
用度係長 ――― 係員
江川 正     岡田祐一

専門職員
松本正典

専門職員
(兼 )飯田信男

研修・事業係長 一一 係員
石田義則     井手真二

施設係長
久保慶史
専門職員
飯田信男

普及・資料係長
桑原隆佳

図書」情報係長
大田 仁

専門職員
車井後也

[平]和田一之輔
[藤]豊島直博

[平]神野 恵 森川 実
[藤]小田裕村 丹羽崇史

[平]今キ晃樹 林 正憲
[藤]中川あや 高田貫大

[平]馬場 基 山本 崇
浅野啓介

[藤]市 大樹

[平]金井 健 大林 潤
粟野 隆

[藤]箱崎和久 黒坂貴袷

補佐員 桶谷息之

補佐員 岡本倫子
′
内海真理

補佐員 伊藤久美 奥村多佳子

補佐員 菱川淳子 吉武紗代

特別研究員 脇谷草一郎

[藤 ]井上直夫 補佐員 鎌倉 綾  [藤]岡 田

牛嶋 茂 ――主任 中村一郎

補佐員 大西和子
′
岩永恵子 新宮恵子

松森左千子

補佐員 井野由宜子′上村敬子 永井和代
山口由佳

補佐員 港 悦子 幸田恵塁子′イ竹田恵美

補佐員 吉岡佐和子 木寅貢志 山田昇司

[藤]長谷サ1 透 竹本 晃

特別研究員 度瀬 覚 関広尚世

[藤]石田由紀子

※[平]は平城地区、

[藤 ]は飛鳥・藤原地区を示す

補佐員 大谷照子 米川まち子
辻本あらた

愛

上席研究員 [平]小池伸彦,[藤 ]村上 隆 [藤 ]玉田芳英

[藤]次山 淳主任研究員

専門職員 (兼 )[藤 ]松本正典

保存修復科学研究室長  肥塚隆保
―

降幡順子

環境考古学研究室長   松井 章

年代学研究室長  (首席)光谷拓実 ――一 人1可内隆之

遺跡・調査技術研究室長  刀ゞ学 毅 ―― 金田明大

主任研究員   高妻洋成

奈良文化財研究所長
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